
［人口と世帯］総人口 821人／男 414人／女 407人　世帯数 404世帯（令和６年３月１日現在）　　［村の木］ すぎ　　［村の花］ 岩つつじ

広 報
NEBA

Public relations

P 2-3 令和６年度予算　
P 4-12 議会だより　
P 13-14 地域おこし協力隊の報告
P 14-16 G72について/他
P 16 福祉と健康の集い/他
P 17 後期高齢者医療保険について
P 18-19 介護保険料について
P 20-21 国民健康保険について/他
P 22 杉っ子だより

　３月22日に根羽村保育所
卒園式が行われました。

[詳細は22ページ]

［今月の表紙］

3
2024 Mar.
Vol.221



村
税

80,274千円

分担金及び
負担金
1,133千円
使用料及び
手数料
23,361千円
財産収入
13,853千円
寄付金
305,800千円
繰入金
277,556千円

地方交付税
871,600 千円

県支出金
154,846 千円

村債
165,800千円
村債
165,800千円

国庫支出金
49,323千円

ゴルフ場利用税交付金
2,000千円

繰越金
23,000千円

2,130,000千円

地方譲与税 37,601
地方消費税交付金 22,900
環境性能割交付金 1,100
法人事業税交付金 1,000
配当割交付金 350
株式等譲渡所得割交付金 300
地方特例交付金 100
利子割交付金 46
交通安全対策特別交付金 1

30,802
千円

44,501
千円

3,771千円

1,200千円

諸収入
98,056千円

自主財源730,823千円(34.31％)　依存財源1,399,177千円(65.69％)

Informationお知らせ
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村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
一
般
会
計

予
算
他
四
特
別
会
計
予
算
及
び
二
事
業

会
計
予
算
が
去
る
３
月
11
日
、
村
議
会

定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
で
は
、
第
５
次
総
合

計
画
の
最
終
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

目
標
の
達
成
を
意
識
し
な
が
ら
喫
緊
の

課
題
解
決
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

経
費
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
地
域
資
源

の
森
林
を
最
大
限
活
用
し
、
持
続
可
能

な
循
環
経
済
の
構
築
、
新
た
な
価
値
観

の
創
設
を
目
指
し
長
野
県
と
新
た
に
取

り
組
む
「
輝
く
農
山
村
地
域
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
の
事
業
化
、
村
道
改

良
、
村
道
橋
梁
補
修
事
業
、
防
犯
灯
設

置
事
業
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
、

引
き
続
き
と
な
る
林
道
整
備
事
業
、
子

育
て
支
援
、
教
育
環
境
の
充
実
、
新
た

に
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
補
助
制
度
な
ど

を
計
画
し
、
前
年
度
と
比
較
し
て
14
・

07
％
減
の
総
額
で
21
億
３
千
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
例
年
、
歳
入
の
半
分
近
く
を
占
め
る

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
、
国
で
は
令
和

５
年
度
と
比
較
し
て
１
・
７
％
増
額
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
当
村
に
お
い
て

は
、
令
和
５
年
度
の
普
通
交
付
税
実
績

額
と
比
べ
約
22
％
減
の
８
億
円
に
見
積

も
っ
た
予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　
村
独
自
の
収
入
で
あ
る
自
主
財
源
は

７
億
３
０
８
２
万
円
余
（
34
・
31
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
の

一般会計 21億3,000万円の予算規模一般会計 21億3,000万円の予算規模
令和6年度予算

前年対比 14.04％減

　

歳
　
出

　

歳
　
入

実
績
見
込
等
か
ら
３
１
３
万
円
の
減
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
依
存
財
源
は
地
方
交
付
税
を

除
き
５
億
２
７
５
７
万
円
余
で
、
国
県

支
出
金
が
２
億
４
１
６
万
円
余
（
９
・

６
％
）
、
村
債
に
つ
い
て
は
、
前
年
比

67
・
82
％
減
の
１
億
６
５
８
０
万
円

（
７
・
78
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
好
調
な
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
寄
付
金
３
億
円
（
14
・
08
％
）
に
つ

い
て
は
、
50
％
を
基
金
に
積
み
立
て

し
、
そ
の
基
金
を
財
源
に
各
事
業
へ
繰

入
金
２
億
６
１
２
２
万
円
余
（
12
・

26
％
）
と
し
て
活
用
を
し
て
い
ま
す
。

　
目
的
別
に
見
ま
す
と
、
好
調
な
ふ
る

さ
と
納
税
事
業
に
要
す
る
経
費
、
空
き

家
対
策
を
含
め
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

経
費
な
ど
総
務
費
が
６
億
９
５
５
６
万

円
余
（
32
・
66
％
）
、
次
い
で
農
林
水

産
業
費
３
億
１
０
５
１
万
円
余
（
14
・

58
％
）
、
教
育
費
２
億
３
９
９
７
万
円

余
（
11
・
27
％
）
以
下
民
生
費
、
公
債

費
、
土
木
費
、
衛
生
費
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
次
に
性
質
別
を
見
ま
す
と
、
物
件

費
が
５
億
２
２
４
４
万
円
余
（
24
・

１
％
）
、
次
い
で
普
通
建
設
事
業

費
３
億
７
３
８
６
万
円
余
（
17
・

55
％
）
、
補
助
費
、
人
件
費
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
（ 

）
は
歳
入
・
歳
出
全
体
に
お
け

る
構
成
比



公営企業会計

区　　　　　分 令和６年度予算額 令和５年度予算額 比　　　較 比　率（％）

簡易水道公営企業会計 110,177 − − −
下水道公営企業会計 121,746 − − −

合　　　　計 231,923 − − −

※ 公営企業会計は令和 6 年度より制度改正のため前年比較はありません。

　　　　　　　　　各会計別予算の比較　　　　　　（単位：千円）

区　　　　　分 令和６年度予算額 令和５年度予算額 比　　　較 比　率（％）

一 般 会 計 2,130,000 2,478,000 △ 348,000 △ 14.0

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 104,000 106,600 △ 2,600 △ 2.4
介 護 保 険 特 別 会 計 207,318 238,600 △ 31,282 △ 13.1
根 羽 村 営 バ ス 特 別 会 計 19,400 18,500 900 4.9
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 22,000 20,500 1,500 7.3
特 別 会 計 合 計 352,718 384,200 △ 31,482 △ 8.2

合　　　　　計 2,482,718 2,862,200 △ 379,482 △ 13.3

農林水産業費
310,511　14.58%

総務費　695,567　32.66%

公債費
（繰上償還）

2
　0.00%

公債費（繰上償還）
2

　0.00%

出資金貸付金
0

　0.00%

公債費（定期分）179,355　8.42%

公債費（定期分）179,355　8.42%

民生費　206,090　9.68%

衛生費　146,176　6.86%

教育費　239,979　11.27%

土木費　173,667　8.15%

消防費 39,145
　1.84%

議会費 28,104
 1.32%

商工費 110,342
　5.18%

予備費 1,000
　0.05%

予備費 1,000
0.05%

諸支出金 2
　0.00%

災害復旧費　60　0.00% 災害復旧費　60　0.00%

積立金 150,395　7.06%

普通建設事業費
373,864　17.55%

補助費　367,893　17.27%

物件費　522,444　24.53%

人件費　318,008　14.93%

繰出金　143,292　6.73%
扶助費 65,375

 3.07％

維持補修費 8,312
 0.39％

性  質  別目  的  別

令和６年度の主な新規事業
区  分 実　施　事　業

総務費【防犯灯設置事業】
商栄会で設置された街灯をＬＥＤ器具に更新します

教育費【保育所照明器具ＬＥＤ化事業】
保育所園舎の照明器具をＬＥＤに更新し、施設の長寿命化と電気料の軽減を図ります

農林水
産業費

【大杉公園整備事業】
大杉周辺の景観整備のため、東屋の建設、獣害防除柵の設置を行います

総務費【ケーブルテレビ線路光化設計事業】
村内全域を光ケーブルに更新し、伝達速度の高速化・安定化を図ります。

総務費 【自転車用ヘルメット購入補助事業】
自転車利用者のヘルメット着用促進のため、購入経費の 2/3 を補助します

Information お知らせ
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◆
　
桐
雅
浩
議
員

議
員　
空
家
問
題
に
つ
い
て

　

国
は
、空
家
等
の
増
加
に
よ
り
、

２
０
１
５
年
５
月
に
空
家
対
策
特

別
措
置
法
を
施
行
し
、
そ
の
ま
ま

放
置
す
れ
ば
崩
壊
等
著
し
く
保
安

上
危
険
の
あ
る
恐
れ
が
あ
る
状

態
、
著
し
く
衛
生
上
有
害
と
な
る

恐
れ
の
あ
る
状
態
、
適
切
な
管
理

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り

著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
状

態
、
そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の

保
全
を
図
る
た
め
に
、
放
置
す
る

こ
と
が
不
適
切
な
状
態
に
あ
る
も

の
を「
特
定
空
家
」に
認
定
し
、
所

有
者
に
改
善
を
求
め
る
た
め
の
法

律
を
制
定
し
ま
し
た
が
、
空
家
問

題
は
よ
り
深
刻
に
な
っ
て
き
て
お

り
、「
特
定
空
家
」に
な
っ
て
か
ら

の
対
応
で
は
限
界
が
あ
り
、
そ
う

な
る
前
の
段
階
で
の
発
生
抑
制
、

活
用
、管
理
が
求
め
ら
れ
、こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
で
は
不
十
分
で
あ

る
と
国
も
認
め
て
お
り
、
空
家
対

策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
令
和
５
年
12
月
13
日
よ

り
施
行
さ
れ
、法
の
改
正
に
よ
り
、

「
特
定
空
家
」
に
加
え
て
「
管
理
不

全
空
家
」
と
い
う
新
し
い
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
作
り
、「
管
理
不
全
空
家
」

も
市
町
村
か
ら
の
指
導
、
勧
告
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。勧
告
さ
れ

た
家
は
、
敷
地
に
か
か
る
固
定
資

産
税
の
住
宅
用
地
特
例
は
解
除
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
管
理
不

全
空
家
」に
つ
い
て
は
こ
の
後
、議

論
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
、い
ず
れ
に
し
て
も
、空
家
の
周

辺
に
暮
ら
す
住
民
の
生
活
環
境
の

保
全
や
空
家
の
有
効
活
用
の
推

進
、適
切
な
管
理
、ま
た
、維
持
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
速
や
か

に
解
体
し
て
い
た
だ
く
、
こ
れ
ら

を
徹
底
し
て
空
家
を
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。根
羽
村
で
も
白
根
拓
実
く

ん
が
空
家
対
策
の
窓
口
と
な
り
活

動
し
い
る
が
、
令
和
５
年
５
月
の

時
点
で
１
５
２
件
の
空
家
等
が
あ

り
、
現
在
も
増
加
中
で
あ
る
と
の

こ
と
。空
家
問
題
に
つ
い
て
、村
は

「
ア
キ
カ
ツ
カ
ウ
ン
タ
ー
」と
い
う

会
社
と
契
約
を
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
の
会
社
は
ど
の
よ
う

な
業
務
を
し
、
な
ぜ
こ
の
会
社
と

契
約
を
し
、
そ
の
こ
と
で
空
家
対

策
の
何
が
改
善
さ
れ
る
の
か
、
ま

た
ど
の
よ
う
な
内
容
の
契
約
な
の

か
、協
定
等
を
結
ん
で
い
る
の
か
、　

ま
た
そ
れ
に
係
る
経
費
は
い
く
ら

な
の
か
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

村
長　
前
段
で
少
し
法
律
に
つ
い

て
概
要
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。ま
ず
、空
家
等
の

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
平
成

27
年
５
月
26
日
か
ら
施
行
さ
れ
て

お
り
、目
的
に
つ
い
て
は
、適
切
な

管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
家
等

の
防
災
、衛
生
、景
観
等
に
影
響
を

与
え
る
よ
う
な
住
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
と
と
も
に
、
空
家
等
の

活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
空
家
等

に
関
す
る
策
を
総
合
的
、
継
続
的

に
推
進
す
る
と
い
う
目
的
で
定
め

ら
れ
た
も
の
で
、
議
員
が
言
わ
れ

た
趣
旨
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。そ

の
中
で
、
市
町
村
の
責
務
と
い
う

の
も
定
め
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村

で
は
、空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
・

実
施
。必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
る
と
さ
れ
て
る
。ま
た
、計

画
の
作
成
や
実
施
に
関
す
る
協
議

を
行
う
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
形
に
も

な
っ
て
い
る
。ま
た
、
合
わ
せ
て
、

議
員
の
ご
指
摘
の
と
お
り
、
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
、
令
和
５
年
６
月
14
日

の
交
付
、
令
和
５
年
12
月
13
日
に

施
行
さ
れ
た
。年
々
増
加
す
る
空

家
に
対
し
て
「
活
用
拡
大
」「
管
理

の
確
保
」「
特
定
空
家
の
除
却
等
」

の
３
本
の
柱
で
対
応
を
強
化
す
る

内
容
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
新
た

に
、
放
置
す
れ
ば「
特
定
空
家
」に

な
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
を
「
管
理

不
全
空
家
」
と
し
て
市
町
村
が
指

導
、
勧
告
が
で
き
る
と
い
う
も
の

が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。ま

た
、勧
告
さ
れ
た
空
家
つ
い
て
は
、

固
定
資
産
税
等
が
減
額
さ
れ
る
特

例
が
解
除
さ
れ
、追
加
さ
れ
た
。ま

た
、
特
定
空
家
の
除
却
等
で
緊
急

代
執
行
と
い
う
制
度
も
新
た
に
創

設
さ
れ
た
。空
家
等
対
策
計
画
で

あ
る
が
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
を
、
使
っ
て

い
く
に
は
、
市
町
村
ご
と
の
空
家

等
対
策
計
画
と
法
定
協
議
会
の
設

置
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。根
羽

村
で
は
空
家
等
対
策
計
画
は
す
で

に
策
定
を
さ
れ
て
い
る
。現
在
の

計
画
に
は
、
今
回
改
正
さ
れ
た
管

理
不
全
空
家
が
表
記
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
早
急
に
整
理
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
。空
家
等
対
策
協
議

会
を
設
置
し
、こ
の
協
議
会
が「
管

理
不
全
空
家
」や「
特
定
空
家
」の

認
定
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ

の
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
根
羽
村

で
は
令
和
６
年
度
に
設
置
を
し
、

実
際
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で

あ
る
。ま
た
、根
羽
の
空
家
対
策
の

取
り
組
み
の
概
要
で
あ
る
が
、
一

昨
日
の
講
演
会
で
お
話
が
あ
っ
た

が
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
空
家
対

策
専
門
の
協
力
隊
員
１
名
が
活
躍

中
で
、
村
内
の
空
家
実
態
調
査
は

既
に
行
い
、
現
在
１
５
４
件
が
登

録
さ
れ
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。内

容
は
順
次
拡
充
を
し
て
い
く
よ
う

に
な
る
。ま
た
、ご
質
問
が
あ
っ
た

空
家
活
用
株
式
会
社
「
ア
キ
カ
ツ

カ
ウ
ン
タ
ー
」の
連
携
協
定
や
、空

家
所
有
者
と
の
相
談
や
空
き
家
活

用
希
望
者
と
の
相
談
、
空
家
所
有

者
の
意
向
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
現
在
実
施
し
て
る
。ま
た
、議
員

か
ら
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
、
空

家
活
用
株
式
会
社
「
ア
キ
カ
ツ
カ

ウ
ン
タ
ー
」
と
の
契
約
概
要
に
つ

い
て
は
、
担
当
課
長
か
ら
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
。

総
務
課
長　
協
定
の
相
手
先
は
東

京
に
本
社
を
置
く
「
空
家
活
用
株

式
会
社
」
に
な
り
ま
す
。「
空
家
活

用
株
式
会
社
」さ
ん
は
通
称
で「
ア

キ
カ
ツ
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、引
き

続
き
通
称
で
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
ま
ず
、「
ア
キ
カ
ツ
カ
ウ

ン
タ
ー
」は
、ア
キ
カ
ツ
さ
ん
が
提

供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

空
家
に
関
す
る
相
談
窓
口
に
な

り
、「
ア
キ
カ
ツ
カ
ウ
ン
タ
ー
」で

検
索
し
て
い
た
だ
く
と
、「
根
羽
村

ア
キ
カ
ツ
カ
ウ
ン
タ
ー
」
の
サ
イ

　

３
月
５
日
・
６
日
・
13
日
の
３
日

間
に
わ
た
り
、
３
月
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。内
容
に
つ
い
て

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一

般

質

問

一
般
会
計
補
正
予
算
等

　
　
　
22
議
案
に
つ
い
て
審
議

３月
定例会
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ト
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
時

間
が
あ
る
時
に
是
非
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
は

ア
キ
カ
ツ
さ
ん
と
の
協
定
に
つ
い

て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
ア
キ
カ
ツ
さ
ん
で
す
が
、

２
０
１
４
年
に
設
立
さ
れ
、
事
業

内
容
と
し
て
は
空
家
の
市
場
へ
の

再
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
空
家

所
有
者
と
利
用
者
を
つ
な
ぐ
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
、
空
家
に
対

す
る
新
し
い
利
活
用
モ
デ
ル
の
開

発
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。特
筆
す

べ
き
は
、東
京
都
の
世
田
谷
区
、愛

知
県
の
岡
崎
市
等
当
村
を
含
め
全

国
で
52
の
自
治
体
が
連
携
し
て
い

る
と
い
う
点
に
な
り
ま
す
。こ
れ

は
、
自
治
体
規
模
の
大
小
を
問
わ

ず
、
空
家
は
社
会
的
な
問
題
で
あ

り
、
行
政
だ
け
で
は
解
決
が
難
し

い
課
題
と
な
っ
て
い
る
事
の
現
れ

か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、こ
う
し
た

ア
キ
カ
ツ
さ
ん
の
取
組
み
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
空
家
特
集
番
組
を
は
じ
め

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
等
、
空
家
対
策
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。具
体
的
な
協
定
で
あ
り
ま

す
が
、
村
と
ア
キ
カ
ツ
さ
ん
が
連

携
し
て
村
内
の
空
家
の
発
生
を
抑

制
す
る
と
と
も
に
、
村
内
の
空
家

の
実
態
調
査
、適
切
な
管
理
、市
場

へ
の
流
通
及
び
利
活
用
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
令
和
５
年
４
月

１
日
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
連
携
と
し
て
は
①
村
内

の
空
家
等
の
情
報
交
換
に
関
す
る

こ
と
②
村
内
の
空
家
等
の
利
活
用

促
進
に
関
す
る
こ
と
③
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
業
務
サ
ポ
ー
ト
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。ア
キ
カ
ツ
さ

ん
と
の
協
定
自
体
に
費
用
は
発
生

し
て
お
り
ま
せ
ん
。村
と
ア
キ
カ

ツ
さ
ん
と
の
間
で
の
費
用
に
つ
い

て
は
、
ア
キ
カ
ツ
さ
ん
が
提
供
す

る
空
家
管
理
シ
ス
テ
ム
の
利
用
料

と
し
て
、
令
和
５
年
度
で
は
１
，

８
７
０
千
円
の
支
出
が
あ
り
ま

す
。こ
の
１
，８
７
０
千
円
に
は
初

期
設
定
の
経
費
５
０
０
千
円
が
含

ま
れ
て
お
り
、
６
年
以
降
は
シ
ス

テ
ム
利
用
料
と
し
て
月
１
０
０
千

円
、年
間
で
１
，２
０
０
千
円
の
支

出
と
な
る
見
込
み
で
す
。利
用
し

て
い
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明

い
た
し
ま
す
。ま
ず
、こ
の
シ
ス
テ

ム
を
利
用
す
る
た
め
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

２
台
の
利
用
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、

現
在
の
主
な
目
的
は
空
家
の
把
握

と
管
理
で
あ
り
、
根
羽
の
地
図
情

報
が
登
録
さ
れ
、
地
図
上
に
空
家

の
位
置
が
示
さ
れ
て
お
り
、
示
さ

れ
た
空
家
を
選
択
す
る
と
現
状
の

写
真
を
は
じ
め
、
空
家
の
情
報
を

即
座
に
閲
覧
で
き
る
と
い
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。ま
た
、所
有
者
さ
ん

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
シ
ス
テ

ム
へ
の
反
映
が
容
易
に
で
き
る

等
、
空
家
所
有
者
さ
ん
か
ら
の
相

談
、
利
用
し
た
い
人
へ
の
情
報
発

信
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
家
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
白
根
君
が
村

内
全
域
を
ま
わ
り
、
把
握
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。協
定
に
も

あ
る
と
お
り
、
ア
キ
カ
ツ
さ
ん
が

白
根
君
の
サ
ポ
ー
ト
行
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
の
で
、
シ
ス
テ
ム
面
を

含
め
、
村
職
員
の
み
が
担
当
し
て

い
た
時
と
比
べ
る
と
格
段
に
空
き

家
情
報
の
把
握
、
情
報
提
供
は
進

ん
で
お
り
ま
す
。

議
員　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。し
っ
か
り
と
そ
う
い
う
も
の

を
活
用
し
て
、
問
題
が
解
決
す
る

よ
う
に
動
い
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

　

２
番
目
に
、「
管
理
不
全
空
家
」

に
つ
い
て
、
被
っ
て
し
ま
う
部
分

も
あ
る
が
、伺
い
た
い
と
思
う
。村

は
、法
律
の
規
制
等
も
あ
り
、こ
の

問
題
に
手
を
つ
け
ら
れ
ず
に
な
か

な
か
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思

う
が
、法
改
正
さ
れ
た
現
在
は
、率

先
し
て
問
題
解
決
の
た
め
に
行
動

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。国
も
、

「
管
理
不
全
空
家
」と
い
う
新
た
な

区
分
を
設
け
た
。放
置
す
れ
ば「
特

定
空
家
」
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
指
定
さ
れ
、
管
理
が
不
十
分

な
物
件
に
つ
い
て
は　
「
管
理
不

全
空
家
」に
指
定
し
、改
善
さ
れ
な

い
場
合
は
空
き
家
の
固
定
資
産
税

を
減
額
す
る
措
置
を
解
除
す
る
と

い
う
こ
と
。所
有
者
に
空
き
家
の

撤
去
を
含
め
た
適
切
な
管
理
を
促

す
こ
と
が
狙
い
だ
そ
う
。適
切
な

管
理
に
つ
い
て
も
、
国
は
管
理
指

針
を
告
示
し
て
お
り
、そ
こ
に
は
、

管
理
指
針
で
定
め
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
管
理
の
方
法
例
と
し
て
次

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。所

有
者
が
定
期
的
に
空
気
の
換
気
、

通
水
、庭
木
の
伐
採
等
を
行
う
。自

ら
管
理
で
き
な
い
場
合
は
、
管
理

活
用
法
人
等
に
管
理
を
委
託
す
る

な
ど
し
て
管
理
を
適
切
に
行
う
。

こ
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。今

ま
で
の
よ
う
に
放
置
し
て
あ
る
だ

け
で
は
ダ
メ
だ
と
思
う
が
、　

こ

の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、今
、村
に

あ
る
空
家
の
ほ
と
ん
ど
が
「
管
理

不
全
空
家
」
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
私
は
考
え
て
い
る
。「
管
理

不
全
空
家
」
へ
の
認
定
は
市
町
村

が
行
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
根
羽

村
で
は
ど
の
よ
う
な
基
準
が
作
ら

れ
て
い
て
、
ま
た
誰
が
判
定
を
し

て
い
る
の
か
。ま
た
、そ
れ
ま
で
の

流
れ
と
し
て
、指
定
、助
言
、指
導
、

勧
告
、命
令
、行
政
代
執
行
と
い
う

順
番
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
が
、
現
在
の
空
家
の
持
ち
主

に
対
し
て
村
は
ど
こ
ま
で
の
対
応

を
し
て
い
る
の
か
現
状
を
お
聞
か

せ
願
い
た
い
。ま
た
、村
は
空
家
の

持
ち
主
に
対
し
て
意
向
調
査
を
し

た
と
聞
い
て
い
る
が
、　

法
律
の

改
正
点
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
伝
え
て
い
な
い
と
伺
っ

て
い
る
。今
の
ま
ま
で
は「
管
理
不

全
空
家
」に
な
っ
て
し
ま
い
、改
善

さ
れ
な
け
れ
ば
住
宅
予
知
特
例
が

解
除
さ
れ
る
、
税
金
が
上
が
る
と

い
う
こ
と
を
そ
の
村
民
も
含
め
て

す
べ
て
の
人
に
通
知
す
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、
考
え
を
お
聞
か
せ
願

い
た
い
。

村
長　
ま
ず
、「
管
理
不
全
空
家
」

へ
の
認
定
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

村
の
空
家
等
対
策
計
画
に
は　

法

改
正
後
の
管
理
不
全
空
家
の
区
分

が
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
区

分
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
い

る
。現
在
、
そ
の
計
画
の
変
更
を

行
っ
て
い
る
と
こ
で
あ
る
。こ
の

計
画
の
中
で「
管
理
不
全
空
家
」の

基
準
が
定
め
ら
れ
、「
管
理
不
全

空
家
」
に
つ
い
て
は
市
町
村
が
指

導
、
勧
告
を
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
よ
う
な
形
。こ
れ
に

つ
い
て
も
協
議
会
定
め
、
そ
こ
で

あ
る
程
度
指
定
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
き
、
そ
こ
か
ら
色
々
な
事
が

始
ま
っ
て
い
く
っ
て
形
に
な
る
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、

「
管
理
不
全
空
家
」に
勧
告
さ
れ
た

場
合
は
、
固
定
資
産
税
の
住
宅
用

地
特
例
６
分
の
１
に
減
額
さ
れ
て

る
が
、
こ
れ
は
同
時
に
解
除
さ
れ

る
と
い
う
形
に
な
る
。ま
た
、村
で

は
空
家
の
持
ち
主
に
対
し
て
、
ど
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こ
ま
で
の
対
応
を
し
て
い
る
か
と

い
う
ご
質
問
に
対
し
て
で
あ
る

が
、
空
家
に
対
す
る
問
題
は
多
種

多
様
で
あ
り
、
村
で
総
合
相
談
窓

口
を
設
け
、
各
種
団
体
や
事
業
者

等
と
連
携
し
て
、
空
家
の
把
握
や

活
用
、
移
住
等
を
促
進
す
る
た
め

の
相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。ま
た
、空
家
の
状
況
把
握
の
た

め
の
所
有
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
を
行
い
、
所
有
者
の
管
理
状

況
や
今
後
の
考
え
方
を
聞
き
取

り
、
こ
れ
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

実
施
い
た
。ま
た
、空
家
所
有
者
の

相
談
で
、
空
き
家
の
活
用
に
つ
い

て
、
移
住
者
や
事
業
者
に
斡
旋
し

て
活
用
へ
の
手
助
け
を
実
施
し
て

い
る
。も
う
１
点
、西
部
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
協
定
を

結
ん
で
、
空
家
等
の
管
理
を
紹
介

し
て
い
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、お

墓
の
手
入
れ
を
含
め
て
、
風
を
通

す
な
ど
、
活
動
を
で
き
る
体
制
に

な
っ
て
い
る
。ま
た
、
も
う
１
点
、

今
回
の
法
律
改
正
に
つ
い
て
、
村

民
も
含
め
て
全
て
の
人
に
通
知
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
質
問

で
あ
る
が
、こ
れ
に
つ
い
て
も
、広

報
や
チ
ラ
シ
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

ま
た
地
区
の
会
合
等
で
こ
の
空
家

の
適
正
管
理
の
重
要
性
を
ま
ず
普

及
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

る
。ま
た
、空
家
の
所
有
者
に
対
し

て
も
、
今
回
の
法
律
改
正
に
つ
い

て
は
チ
ラ
シ
等
を
送
付
し
て
啓
発

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
の

で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

議
員　
全
て
の
空
き
家
が
活
用
、

管
理
で
き
れ
ば
い
い
い
が
、
活
用

す
る
に
も
リ
フ
ォ
ー
ム
代
が
か
か

る
、
管
理
す
る
に
も
す
ご
く
お
金

が
か
か
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

先
日
の
講
演
会
で
も
言
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。　

　

今
後
は
、
空
き
家
を
維
持
す
る

に
も
か
な
り
お
金
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
を
所
有
者
の
方
た
ち
に
理

解
し
て
い
た
だ
い
て
、
現
状
が
少

し
で
も
良
く
な
る
よ
う
に
動
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
て
の
空
き
家
が
活
用
、
管
理

で
き
れ
ば
い
い
が
、
活
用
す
る
に

も
リ
フ
ォ
ー
ム
代
が
か
か
る
、
管

理
す
る
に
も
す
ご
く
お
金
が
か
か

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
先
日
の

講
演
会
で
も
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。　

　

今
後
は
、
空
き
家
を
維
持
す
る

に
も
か
な
り
お
金
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
を
所
有
者
の
方
た
ち
に
理

解
し
て
い
た
だ
い
て
、
現
状
が
少

し
で
も
良
く
な
る
よ
う
に
動
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

最
後
に
、
空
き
家
問
題
の
最
大
の

ネ
ッ
ク
で
あ
る
解
体
の
こ
と
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。現
在
の
空
家
所

有
者
の
方
の
大
半
が
高
齢
者
で
あ

る
そ
う
。今
後
、
そ
の
方
の
子
や

孫
が
、
こ
の
先
も
維
持
管
理
し
て

い
っ
て
く
れ
る
の
か
。現
所
有
者

は
空
家
を
維
持
し
た
い
と
思
っ
て

い
て
も
、そ
の
方
が
亡
く
な
り
、次

の
方
が
空
家
を
維
持
管
理
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
か
ど
う
か
だ
と

思
う
。ま
た
、
解
体
に
は
、
規
模
に

も
よ
る
が
、
数
百
万
の
経
費
が
か

か
る
。経
済
的
に
本
当
に
お
金
が

な
い
と
い
う
場
合
も
あ
る
と
思
う

が
、
利
用
す
る
こ
と
の
な
い
も
の

に
数
百
万
円
の
お
金
を
か
け
る
こ

と
は
現
実
的
に
厳
し
く
、
最
悪
の

場
合
、財
産
放
棄
、相
続
放
棄
さ
れ

て
し
ま
う
と
、
そ
の
空
家
が
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

る
。そ
う
し
た
空
家
が
「
特
定
空

家
」状
態
に
な
り
、行
政
代
執
行
を

行
う
必
要
が
あ
る
場
合
の
費
用
負

担
や
、そ
れ
ま
で
の
間
、放
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
様
々
な
問
題
が
心

配
さ
れ
る
。何
よ
り
、根
羽
村
で
は

す
で
に
こ
の
よ
う
な
空
家
が
存
在

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
１
番
の

懸
念
事
項
で
あ
る
。村
は
こ
の
よ

う
な
空
家
を
ど
の
よ
う
に
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。手
が
つ
け

ら
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

く
の
か
。残
さ
れ
た
空
家
に
税
金

を
使
っ
て
処
分
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
村
人
は
な
か
な
か
納
得
で
き

な
い
と
思
う
。今
ま
で
に
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
人
口
減
少
が
進
ん
で
い

る
。そ
れ
に
伴
い
、空
家
も
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
く
。村
も
相
手
の
意

向
を
聞
き
な
が
ら
活
用
を
、
管
理

さ
れ
な
い
空
家
所
有
者
に
対
し
て

は
解
体
工
事
の
促
進
を
働
き
か
け

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
村
長
の

考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

村
長　
基
本
的
に
、
空
家
と
言
う

か
住
宅
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

所
有
者
の
責
任
に
お
い
て
管
理
を

し
て
い
た
だ
く
の
が
大
原
則
で
あ

る
の
で
、「
特
定
空
家
」に
つ
い
て

も
基
本
的
に
所
有
者
の
責
任
に
お

い
て
処
分
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
。壊
し
て
ほ
し
い
と
の
お
願

い
は
し
て
い
な
い
が
、「
近
所
で

困
っ
て
い
る
」
事
に
関
し
て
は
、

文
書
等
で
申
し
入
れ
る
例
も
あ

る
。実
際
に
少
し
対
応
し
て
く
れ

た
方
も
い
る
。引
き
続
き
進
め
て

い
く
が
、
改
め
て
こ
れ
か
ら
し
っ

か
り
と
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。ま
た
、特

に「
特
定
空
家
」等
に
対
す
る
措
置

に
つ
い
て
は
、
適
切
な
措
置
を
実

施
す
る
よ
う
、
所
有
者
に
対
し
て

助
言
、指
導
を
行
っ
て
い
く
。そ
し

て
ま
た
、助
言
、指
導
を
行
っ
て
も

改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
期
限
を

定
め
て
必
要
措
置
を
講
じ
る
よ
う

に
勧
告
を
行
う
。ま
た
、改
善
が
見

ら
れ
な
い
場
合
は
必
要
措
置
を
講

じ
る
よ
う
命
令
す
る
こ
と
が
で
き

る
。こ
の
命
令
が
勧
告
さ
れ
な
い

時
に
、
行
政
代
執
行
に
よ
っ
て
取

り
壊
す
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
の
時
の
費
用
は
、
所
有
者
に
請

求
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
行
政
代
執
行
す
る
に
は
、
非

常
に
厳
し
い
壁
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。古
く
な
っ
た
か
ら
取
り

壊
す
と
い
う
の
も
難
し
い
。そ
う

い
っ
た
点
も
含
め
て
、
法
律
上
で

は
こ
の
よ
う
に
進
む
事
と
な
る
。

ま
た
、
特
に
こ
の「
特
定
空
家
」に

認
定
さ
れ
た
場
合
を
含
め
て
、
空

家
の
場
合
に
は
、
法
律
上
は
今
の

よ
う
な
手
続
き
で
進
む
こ
と
は
で

き
る
が
、当
然
、自
治
体
も
し
っ
か

り
お
話
を
し
、
相
談
窓
口
を
設
け

た
り
は
し
て
い
る
が
、
地
元
や
援

助
の
皆
さ
ん
、
隣
近
所
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
や
助
言
も
大
き
な

後
押
し
に
な
る
か
と
思
う
。是
非

そ
う
い
っ
た
部
分
を
皆
さ
ん
に
呼

び
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。１

番
大
切
な
の
は
、
ま
ず
は
空
家
が

「
特
定
空
家
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、

早
い
段
階
で
の
「
特
定
空
家
」
に

な
っ
て
か
ら
で
は
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
早
い
段
階
で

の
再
利
用
に
つ
い
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。い
ず
れ
に
し
て

も
、空
家
問
題
に
つ
い
て
は
、地
域

住
民
と
一
体
と
な
っ
て
空
家
対
策

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
村
で
取
り
組
ん
で
い
る

空
家
対
策
事
業
を
含
め
て
、
村
民

の
皆
さ
ん
、
所
有
者
の
皆
さ
ん
の

意
識
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
、
し
っ
か
り
と
呼
び
掛
け

を
し
、
普
及
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
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申
し
上
げ
た
い
。

議
員　
先
日
の
ア
キ
カ
ツ
カ
ウ
ン

タ
ー
の
社
長
さ
ん
が
、講
演
で「
空

家
が
増
え
る
と
人
が
住
ま
な
く
な

る
。」「
空
家
が
増
え
る
と
地
域
の

価
値
が
な
く
な
る
。」と
言
っ
て
い

た
。本
当
に
怖
い
こ
と
だ
と
思
う
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
村
は

絶
対
に
こ
の
状
態
を
改
善
す
る
ん

だ
と
い
う
強
い
思
い
で
こ
の
問
題

を
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

◆
片
桐
康
孝
議
員

議
員　
地
震
対
策
に
つ
い
て　

　

地
震
大
国
と
呼
ば
れ
る
日
本
列

島
で
す
が
、
毎
年
国
内
の
ど
こ
か

で
大
型
の
地
震
が
襲
い
、
日
常
の

生
活
が
突
然
奪
わ
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
大
惨
事
は
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。天
災
で
あ
る
地
震
は
そ

の
予
測
す
ら
難
し
い
た
め
、
日
頃

の
避
難
訓
練
や
備
え
が
必
須
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
能
登
半
島
地
震
な
ど
を
見

て
い
る
と
、
地
方
行
政
の
役
割
が

い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。も
し
震
度

６
以
上
の
地
震
が
当
村
を
襲
っ
た

場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
考

え
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
り
、

地
震
が
起
き
て
か
ら
想
定
外
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
常

日
頃
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
ま
す
。そ
こ
で
、村
長
に
根
羽
村

の
地
震
対
策
に
つ
い
て
以
下
の
質

問
を
い
た
し
ま
す
。１
問
１
答
に

て
質
問
い
た
し
ま
す
。平
成
19
年

に
住
民
家
屋
の
耐
震
調
査
を
し
て

い
る
が
、
当
時
は
希
望
者
の
み
の

調
査
に
留
ま
っ
て
い
る
。現
在
で

は
、
地
震
に
対
す
る
捉
え
方
や
関

心
度
の
当
時
と
は
変
わ
っ
て
き
て

い
る
と
思
う
の
で
、
耐
震
診
断
を

当
時
受
け
て
い
な
い
家
屋
を
対
象

に
調
査
を
進
め
る
仕
組
み
を
提
案

す
る
が
、
村
長
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

村
長　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ

れ
た
建
物
は
、
建
築
基
準
法
の
耐

震
基
準
が
強
化
さ
れ
る
以
前
の
も

の
で
、
旧
耐
震
基
準
に
よ
る
も
の

に
な
る
。村
内
で
調
査
し
た
結
果

で
あ
る
が
、
調
査
対
象
と
な
る
の

は
、
現
在
人
が
住
ん
で
い
る
住
宅

に
な
る
の
で
、
空
家
等
に
対
し
て

は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。ま
ず
、

村
内
の
調
査
対
象
と
な
る
住
宅
個

数
が
３
２
０
件
で
、そ
の
内
、昭
和

56
年
以
降
の
建
築
が
１
６
３
件

で
、
新
基
準
で
一
応
、
耐
震
が
あ

る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。ま

た
、
昭
和
55
年
以
前
の
建
築
住
宅

が
１
５
７
件
で
、
耐
震
あ
り
と
い

う
調
査
が
75
件
、な
し
が
82
件
で
、

村
内
の
住
宅
の
耐
震
化
率
は
74
・

４
％
と
い
う
数
値
は
出
て
い
る
。

ま
た
、村
で
は
、耐
震
診
断
、耐
震

改
修
工
事
の
補
助
事
業
の
要
望
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。対
象
と
な

る
住
宅
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
、
専

門
家
に
よ
る
耐
震
診
断
は
無
料
と

な
っ
て
い
る
。ま
た
、精
密
耐
震
診

断
の
総
合
評
点
が
、１
・
０
未
満
の

住
宅
に
つ
い
て
は
耐
震
工
事
が
必

要
と
な
る
。耐
震
工
事
に
は
助
成

が
あ
り
、
補
助
対
象
経
費
の
５
分

の
４
以
内
で
１
０
０
万
円
を
上
限

と
た
助
成
を
す
る
制
度
が
あ
る
。

村
で
は
数
年
前
ま
で
は
、
当
初
予

算
で
見
て
い
た
が
、
申
し
込
み
な

か
っ
た
た
め
、
こ
こ
数
年
は
改
修

工
事
の
要
望
が
あ
っ
た
際
に
、
補

正
予
算
で
対
応
す
る
と
い
う
よ
う

な
形
で
対
応
し
て
い
る
。今
回
の

能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
、
再
度

村
民
の
皆
さ
ん
に
も
う
一
度
住
宅

の
耐
震
化
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
耐
震
診
断
そ
の

も
の
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
や
呼
び

か
け
を
行
う
中
で
、
現
在
の
住
宅

の
耐
震
化
が
進
む
よ
う
、
チ
ラ
シ

等
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
る
。

議
員　
築
50
年
以
上
、
木
造
建
築

の
多
い
当
村
に
於
い
て
は
耐
震
強

度
不
足
は
否
め
ま
せ
ん
。大
切
な

マ
イ
ホ
ー
ム
を
守
る
為
に
も
、
耐

震
調
査
費
用
や
補
強
工
事
費
用
の

軽
減
が
計
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

を
今
後
の
事
業
計
画
に
取
り
入
れ

て
頂
け
る
事
を
期
待
す
る
。

　

次
に
、
能
登
半
島
地
震
の
避
難

所
の
映
像
を
見
る
と
、
懐
中
電
灯

の
使
用
が
か
な
り
目
立
っ
て
い
た

が
、
や
ま
あ
い
ホ
ー
ル
な
ど
は
発

電
設
備
が
あ
る
の
で
問
題
は
な
い

が
、
そ
の
他
の
避
難
所
の
電
力
の

確
保
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

村
長　
避
難
所
で
の
電
源
確
保
に

つ
い
て
は
、
村
で
の
避
難
所
と
し

て
は
、地
震
等
の
場
合
、し
ゃ
く
な

げ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

根
羽
学
園
の
体
育
館
、
研
修
セ
ン

タ
ー
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
森
沢
を

指
定
し
て
、
併
せ
て
自
主
防
災
組

織
と
し
て
の
避
難
所
と
し
て
各
地

区
公
民
館
が
指
定
さ
れ
て
る
現
状

で
あ
る
。非
常
用
発
電
装
置
が
あ

る
の
は
、ご
指
摘
の
通
り
、し
ゃ
く

な
げ
の
み
で
あ
る
。ま
た
、現
状
で

は
十
分
で
は
な
い
が
、
し
ゃ
く
な

げ
以
外
の
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

発
電
機
等
に
よ
る
電
源
確
保
、
最

低
限
の
電
源
に
な
る
と
思
う
が
、

確
保
を
予
定
し
て
る
。ま
た
、こ
の

全
て
の
避
難
所
で
非
常
用
発
電
装

置
を
整
備
す
る
の
は
非
常
に
難
し

く
、費
用
も
大
き
く
な
る
の
で
、場

所
を
特
定
し
て
非
常
用
発
電
装
置

の
導
入
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

る
。併
せ
て
も
う
１
点
、根
羽
学
園

の
体
育
館
の
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
あ
る
が
、
ま
だ
蓄
電
池
っ
て

い
う
も
の
が
、
な
か
な
か
整
備
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
蓄
電
池
を
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
電
源
確
保
で

き
る
よ
う
な
流
れ
に
な
る
の
で
、

蓄
電
池
等
の
導
入
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
か
ら
利
用
が
可
能
か
ど
う
か

含
め
、
学
校
の
体
育
館
で
の
電
源

確
保
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
か
と

思
う
。で
き
る
限
り
の
電
源
確
保

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
た
い
。

議
員　
避
難
所
で
は
様
々
な
物
資

が
即
座
に
求
め
ら
れ
る
が
、
食
料

や
水
は
あ
る
程
度
村
の
備
蓄
が

あ
る
の
で
安
心
で
す
が
、
停
電
を

伴
っ
た
場
合
に
は
電
力
の
確
保
が

課
題
と
な
る
。一
部
の
集
会
所
等

に
は
発
電
機
を
備
え
た
地
区
も
あ

る
が
、
多
く
の
地
区
に
は
無
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。県
の
補
助
や
自

治
体
の
お
下
が
り
な
ど
、
機
会
あ

る
ご
と
に
村
内
に
紹
介
し
て
い
く

の
も
良
い
手
段
で
は
な
い
か
な
と

思
う
。

　

次
に
、能
登
半
島
地
震
で
は
、仮

設
住
宅
に
入
居
で
き
る
ま
で
早
い

方
で
も
１
ヶ
月
以
上
を
要
し
て
い

る
が
、
根
羽
村
で
の
見
通
し
は
ど

の
く
ら
い
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　
現
在
、
村
で
は
仮
設
住
宅

用
と
し
て
の
ス
ト
ッ
ク
は
持
っ
て

な
い
状
況
で
あ
る
。通
常
、仮
に
仮

設
住
宅
を
整
備
す
る
に
は
、
１
ヶ

月
程
度
必
要
に
な
っ
て
く
る
。た

だ
、
１
点
先
般
の
信
州
大
学
の
連

携
協
定
の
中
で
も
森
林
組
合
か
ら
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少
し
報
告
が
あ
っ
た
が
、
一
昨
年

か
ら
計
画
し
て
い
る
山
村
活
性
化

事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
、
板
倉

工
法
と
ア
ル
ミ
枠
に
よ
る
簡
易

住
宅
の
「
ハ
ッ
ト
」。小
さ
な
小
屋

で
あ
る
が
、
そ
れ
の
商
品
化
に
取

り
組
ん
で
る
と
こ
で
い
る
が
、
こ

れ
は
六
畳
間
の
建
物
で
あ
る
が
、

通
常
床
板
に
使
用
す
る
30 
mm
の
杉

板
を
落
と
し
込
ん
で
い
く
よ
う

な
形
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
ア
ル
ミ

で
繋
い
で
い
く
、
そ
う
い
っ
た
形

に
な
る
。来
年
度
商
品
化
を
目
指

し
て
る
。こ
う
い
っ
た
も
の
が
で

き
る
と
、
ス
ト
ッ
ク
さ
え
持
っ
て

お
れ
ば
、
建
築
期
間
は
非
常
に
短

く
は
な
る
と
考
え
て
い
る
。併
せ

て
、こ
の
建
物
に
は
、ト
イ
レ
等
が

つ
い
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
等
を

ど
の
様
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
か

が
課
題
と
し
て
あ
る
が
、
開
発
し

て
い
る「
ハ
ッ
ト
」と
い
う
も
の
が

非
常
に
、
効
果
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
部
分
も

踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。こ
う
い
っ
た
も
の
が
で
き

る
と
、根
羽
村
以
外
で
も
、製
材
工

場
な
ら
30 

mm
の
板
持
っ
て
い
る
の

で
、
使
用
す
る
の
も
可
能
に
な
っ

て
く
る
か
と
思
う
の
で
、
こ
れ
に

つ
い
て
も
我
々
だ
け
で
は
な
か
な

か
難
し
い
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連

す
る
い
ろ
ん
な
事
業
者
、
自
治
体

と
も
連
携
す
る
中
で
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

議
員　
地
震
災
害
で
一
番
の
難
問

題
が
、仮
設
住
宅
だ
と
思
う
。一
丁

一
石
に
出
来
る
物
で
も
な
く
、
出

来
て
も
抽
選
、若
し
く
は
、優
先
順

位
な
ど
に
よ
り
入
居
で
き
る
方
は

運
の
良
い
方
で
す
。能
登
半
島
地

震
で
意
外
な
活
躍
を
し
た
の
が
客

船
だ
っ
た
。こ
の
報
道
を
見
た
時

に
は
、
当
村
で
も
移
動
手
段
さ
え

あ
れ
ば
不
可
能
で
は
な
い
と
感
じ

た
。要
は
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
を
学
べ
た
。

　

最
後
に
、能
登
半
島
地
震
で
は
、

学
校
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
学
び
の

場
が
失
わ
れ
、
他
地
区
へ
の
学
校

の
転
校
が
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、

根
羽
学
園
で
も
万
一
に
備
え
、
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
学
校
を
模

索
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
課
題

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち

か
。

村
長　
万
が
一
の
場
合
の
、
受
け

入
れ
の
学
校
の
検
討
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
想
定
を
し
て

お
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
る
。た
だ
し
、被
害
の
状

況
に
よ
っ
て
、
こ
の
周
辺
地
域
が

ど
う
な
っ
て
る
か
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
で
非
常
に
難
し
い
と
思
う

の
で
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し

た
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。そ
う
い
う
こ
と
に
関

し
ま
し
て
は
、
常
日
頃
か
ら
近
隣

市
町
村
や
関
係
す
る
市
町
村
と
ま

た
災
害
と
の
備
え
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、

機
会
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
、
同
じ
様
な
課
題
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
ど
の
様
な
対
応
を
す

る
の
か
、近
隣
、あ
る
い
は
も
う
少

し
広
域
的
な
面
、
あ
る
い
は
も
う

少
し
離
れ
て
、
例
え
ば
連
携
協
定

と
言
う
か
、交
流
の
あ
る
、安
城
市

も
含
め
て
の
対
応
と
い
う
の
も
１

つ
の
課
題
に
な
ろ
う
か
と
思
う
の

で
、
色
々
な
面
で
し
っ
か
り
と
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。

議
員　
ど
ん
な
に
大
き
な
災
害
や

地
震
で
あ
っ
て
も
、
子
供
の
教
育

の
学
び
の
機
会
を
止
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。能
登

半
島
地
震
で
は
、
親
と
別
れ
て
子

供
だ
け
の
バ
ス
で
転
校
す
る
シ
ー

ン
も
あ
っ
た
。こ
う
い
う
現
実
が

身
近
に
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

我
々
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
た
。冒
頭
で
申
し
上
げ
た

よ
う
に
、
想
定
外
と
い
う
こ
と
が

な
い
よ
う
常
日
頃
の
危
機
管
理
や

準
備
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

を
改
め
て
能
登
半
島
地
震
は
教
え

て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

◆
片
桐
紳
一
郎
議
員

議
員　
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い

て
　

昭
和
54
年
の
「
歴
史
民
俗
資
料

館
設
置
条
例
」に
よ
る
と
、歴
史
民

族
に
関
す
る
資
料
を
収
集
保
管

し
、
展
示
し
て
住
民
の
利
用
に
供

し
、そ
の
教
養
、調
査
研
究
等
に
資

す
る
た
め
に
設
置
す
る
と
述
べ
て

い
る
。郷
土
資
料
は
、
地
域
の
自

然
、歴
史
、文
化
を
学
び
、伝
え
る

こ
と
の
根
底
と
な
る
も
の
。長
い

歴
史
を
経
て
育
ま
れ
て
き
た
根
羽

村
民
の
財
産
で
あ
り
、
郷
土
資
料

の
保
存
は
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
後

世
へ
の
重
大
な
責
任
で
あ
る
と
考

え
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、次
の
７
項

目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　

１
点
目
、
資
料
館
建
物
内
外
の

環
境
に
つ
い
て
、
資
料
館
の
室
内

は
照
明
が
暗
く
、
資
料
を
見
る
た

め
の
明
る
さ
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。ま
た
、室
内
は
亀
十

氏
自
ら
管
理
し
て
い
る
よ
う
。こ

の
よ
う
な
環
境
に
つ
い
て
把
握
さ

れ
て
い
る
の
か
。現
状
は
ど
う
な

の
か
。さ
ら
に
、維
持
管
理
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
を
お
答
え
い
た
だ
き

た
い
。

教
育
長　
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、

社
会
教
育
施
設
で
議
員
御
指
摘
の

通
り
、住
民
の
利
用
、教
養
、調
査

研
究
に
お
い
て
大
変
重
要
な
施
設

で
す
。こ
う
い
っ
た
施
設
は
、社
会

教
育
法
第
９
条
の
２
項
に
定
め
ら

れ
る
博
物
館
法
に
規
定
・
登
録
さ

れ
る「
登
録
博
物
館
」と
、
そ
れ
以

外
の「
博
物
館
相
当
施
設
」、「
博
物

館
類
似
施
設
」
に
分
類
さ
れ
て
お

り
、「
資
料
館
」は
、「
博
物
館
類
似

施
設
」で
あ
る
。文
科
省
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
も
の
に
な
る
。登

録
博
物
館
は
最
も
厳
格
に
資
料
の

管
理
・
展
示
が
な
さ
れ
る
施
設
と

な
る
。「
資
料
館
」
に
お
い
て
は
資

料
の
優
劣
は
無
い
も
の
の
、
よ
り

柔
軟
な
利
用
が
可
能
と
な
る
。ま

た
、
資
料
館
は
学
芸
員
の
配
置
も

村
で
は
規
定
し
て
い
な
い
。と
は

い
え
、そ
の
整
理
・
収
集
・
調
査
業

務
に
お
い
て
は
専
門
的
な
知
見
が

必
要
に
な
る
。そ
う
い
っ
た
観
点

か
ら
、
現
在
の
文
化
財
調
査
委
員

の
会
長
さ
ん
に
、
ご
協
力
頂
い
て

い
る
。ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
、
資

料
の
整
理
、
文
化
財
分
野
の
人
材

育
成
等
の
諸
課
題
が
あ
る
事
は
認

識
し
て
お
り
、
今
後
検
討
は
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
ず
、
環
境
面
の
老
朽
化
に
関

し
て
、議
員
の
ご
指
摘
の
通
り
で
、

承
知
を
し
て
い
る
。現
在
、急
を
要

す
る
よ
う
な
も
の
に
関
し
て
は
、

会
長
さ
ん
と
相
談
の
上
、
対
応
し

て
い
る
。今
後
も
、急
を
要
す
る
も

の
に
関
し
て
は
順
次
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
う
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。周
辺
の
環
境
整
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備
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
会

長
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
で
あ
る
。会
長
さ
ん

と
相
談
し
、
除
草
必
要
で
あ
れ
ば　

他
機
関
に
お
願
い
す
る
よ
う
な
こ

と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

議
員　
会
長
と
相
談
の
上
進
め
て

い
る
と
い
う
話
だ
が
、
電
気
の
ス

イ
ッ
チ
の
場
所
が
わ
か
り
に
く
く

て
、
歩
く
動
線
に
沿
っ
て
配
置
さ

れ
て
い
な
い
と
か
、
ト
イ
レ
が
水

洗
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
女
性
客
な

ど
は
役
場
ま
で
ト
イ
レ
に
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
冷
暖
房

が
完
備
さ
れ
て
い
な
く
て
、
小
さ

な
ス
ト
ー
ブ
が
１
つ
あ
る
だ
け

で
、
寒
い
か
ら
会
長
が
自
分
で
ス

ト
ー
ブ
を
持
ち
込
ん
で
い
る
と

か
、
そ
の
よ
う
な
話
も
聞
い
て
い

る
。ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

ス
ト
ー
ブ
に
関
し
て

は
、
小
さ
い
ス
ト
ー
ブ
を
持
ち
込

ま
れ
て
い
る
の
は
把
握
し
て
い

る
。燃
料
等
に
関
し
て
は
、村
で
対

応
し
て
い
る
。そ
の
他
に
つ
い
て

は
、建
物
等
の
事
に
な
る
の
で
、把

握
は
し
て
い
る
が
、
急
に
改
築
と

い
う
の
は
少
し
難
し
い
か
な
と
考

え
て
い
る
。ど
う
し
て
も
と
い
う

事
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
対
策
を

考
え
る
こ
と
に
な
る
。

議
員　
担
当
教
育
委
員
会
の
方
々

な
ど
が
資
料
館
内
部
を
見
て
、
来

客
さ
れ
た
皆
様
の
こ
と
を
考
慮
し

た
上
で
計
画
的
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

続
い
て
２
点
目
、
資
料
館
に
保

管
、
保
存
さ
れ
て
い
る
郷
土
資
料

は
、
今
現
在
ど
の
よ
う
に
整
理
さ

れ
て
い
る
の
か
。例
え
ば
、１
点
ず

つ
、資
料
の
名
称
、寄
贈
者
、寄
贈

日
な
ど
書
類
が
整
理
さ
れ
て
い
る

と
か
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。ま
た
、根
羽
村
に
関
す
る
資

料
、古
文
書
や
要
覧
、調
査
の
上
発

行
し
た
も
の
、歴
史
、文
化
等
、そ

れ
ら
の
整
理
保
管
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

教
育
長　
台
帳
等
の
整
理
簿
は
無

い
と
お
聞
き
し
て
い
る
。文
書
等

は
資
料
館
奥
の
書
庫
及
び
村
図
書

館
に
お
い
て
管
理
し
て
い
る
。

議
員　
資
料
の
整
理
に
つ
い
て
提

案
す
る
。全
て
の
資
料
を
台
帳
等

に
記
載
し
、
デ
ー
タ
と
し
て
保
存

す
る
。ま
た
、資
料
が
分
か
る
よ
う

に
写
真
撮
影
を
し
、
大
き
さ
、
縦

横
、高
さ
を
示
し
、誰
か
ら
の
寄
贈

品
な
の
か
等
を
デ
ー
タ
と
し
て
保

存
す
る
。そ
の
た
め
に
も
、ア
ル
バ

イ
ト
と
か
会
計
年
度
任
用
職
員
を

雇
い
、
資
料
館
の
方
の
指
示
の
も

と
デ
ー
タ
保
存
を
進
め
る
。ま
た
、

収
蔵
す
る
の
か
展
示
す
る
の
か
も

含
め
、
文
化
財
保
護
委
員
会
等
で

検
討
す
る
。ま
た
、村
に
と
っ
て
重

要
な
資
料
と
一
般
に
貸
し
出
す
こ

と
が
可
能
な
資
料
と
分
け
て
保
管

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。役
場

に
あ
る
図
書
館
の
中
に
根
羽
村
に

関
す
る
資
料
が
貸
し
出
し
図
書
と

一
緒
に
置
い
て
あ
る
が
、整
理
、保

存
、整
理
保
管
、保
存
と
い
っ
た
観

点
か
ら
、
別
に
保
管
庫
を
設
け
て

お
く
の
は
ど
う
か
。

　

続
い
て
３
点
目
、村
民
は
、管
理

人
、
館
長
と
し
て
亀
十
氏
と
認
識

し
て
い
る
。亀
十
氏
は
93
歳
と
い

う
年
齢
で
あ
り
、
資
料
館
に
つ
い

て
様
々
な
仕
事
を
依
頼
す
る
の

は
、年
齢
的
に
ど
う
か
と
思
う
。①

村
は
亀
十
氏
の
後
継
者
と
し
て
、

後
継
者
を
正
式
に
依
頼
し
て
い
る

の
か
。②
引
継
者
に
対
し
、引
継
ぎ

は
ど
の
様
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。③
ど
の
よ
う
な
契
約
を
依

頼
し
て
い
る
の
か
。以
上
３
点
を

お
聞
き
し
た
い
。

教
育
長　
後
継
者
の
育
成
に
関
し

て
は
、
重
要
な
課
題
と
考
え
て
い

る
。順
次
、
人
選
の
う
え
、
引
継
ぎ

を
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。館
長
と
い
う
認
識
だ
と
い
う

ご
質
問
に
つ
い
て
は
、現
状
、会
長

さ
ん
に
環
境
整
備
を
お
願
い
し
て

い
る
。館
長
と
い
う
立
場
に
は
な

い
の
で
、ご
承
知
お
き
願
い
た
い
。

実
際
に
館
長
を
置
く
か
に
つ
い
て

は
、
人
選
が
済
ん
だ
う
え
で
ご
当

人
同
士
の
引
継
ぎ
と
な
ろ
う
か
と

思
う
。議
員
ご
指
摘
の
通
り
、膨
大

な
量
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
の
で
、
今
後
の
方
策
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

う
。

議
員　
亀
十
氏
の
年
齢
等
を
考
え

る
と
、
も
う
時
間
的
な
猶
予
が
な

い
。早
急
な
対
応
を
す
べ
き
で
あ

る
。

　

続
い
て
４
点
目
、
教
育
委
員
会

の
事
務
局
と
し
て
は
、
現
在
ど
の

よ
う
に
資
料
館
に
関
わ
っ
て
き
て

い
る
の
か
。ま
た
、社
会
教
育
の
担

当
者
が
こ
こ
数
年
、
毎
年
変
わ
っ

て
い
る
が
、委
員
会
・
事
務
局
内
で

の
引
継
ぎ
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。以
上
２
点
、お

聞
き
し
た
い
。

教
育
長　
事
務
局
は
拝
観
客
へ
の

対
応
、
拝
観
料
収
入
事
務
を
行
っ

て
い
る
。引
継
ぎ
に
関
し
て
は
、こ

の
業
務
に
限
ら
ず
内
部
資
料
と
し

て
引
継
書
を
作
成
の
上
、
対
面
で

の
共
有
を
行
う
事
と
な
っ
て
い

る
。

議
員　
社
会
教
育
に
関
し
て
は
膨

大
な
量
が
あ
る
。内
部
資
料
だ
け

の
対
応
等
も
大
変
だ
と
思
う
。教

育
委
員
会
内
で
協
力
し
て
対
応
し

て
ほ
し
い
。た
だ
、役
場
の
中
に
は

歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
職
員

も
い
る
と
聞
く
。そ
う
い
う
方
を

資
料
館
担
当
に
し
て
い
く
こ
と
も

望
ま
し
い
。新
し
く
職
員
を
募
集

す
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
亀
十
氏

の
年
齢
等
を
考
え
た
場
合
、
今
い

る
興
味
の
あ
る
職
員
を
、今
、配
置

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。ま
た

週
に
１
回
く
ら
い
は
顔
合
わ
せ
を

し
て
、
資
料
館
に
つ
い
て
の
様
々

な
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。ま
た
、そ
の
必
要
も
あ
る
。

　

続
い
て
５
点
目
、
資
料
館
の
運

営
は
何
名
で
、
ど
の
よ
う
な
立
場

の
方
が
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
、お
聞
き
し
た
い
。

教
育
長　
事
務
職
員
１
名
と
会
長

さ
ん
１
名
の
計
２
名
で
行
な
っ
て

い
る
。

議
員　
今
の
運
営
状
況
で
は
、
根

羽
村
と
し
て
郷
土
資
料
の
村
内
外

へ
の
紹
介
資
料
や
、自
然
遺
産
、文

化
遺
産
ど
う
し
を
関
連
づ
け
た

り
、
価
値
を
再
発
見
し
た
り
す
る

試
み
も
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況

で
あ
る
。ま
た
、郷
土
資
料
に
関
心

を
持
ち
、保
存
、活
用
に
つ
い
て
の

知
識
や
技
術
を
持
っ
た
人
の
人
材

の
育
成
を
、
長
期
的
な
視
野
に
立

ち
継
続
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。条
例
に
よ
る
と
、資

料
館
に
は
館
長
の
ほ
か
必
要
な
職

員
を
置
く
と
な
っ
て
い
る
。例
え

ば
、
奥
三
河
郷
土
館
だ
と
、
館
長
、

教
育
委
員
会
の
担
当
者
、学
芸
員
、

会
計
年
度
任
用
職
員
が
運
営
に
携

わ
っ
て
い
る
。最
初
は
時
間
と
経

費
が
相
当
か
か
る
が
、
亀
十
氏
の

元
気
な
う
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
体

制
で
資
料
館
の
運
営
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。今
の
亀
十
氏
は
、会
長
と

い
う
立
場
で
は
な
か
な
か
発
言
権

が
な
く
て
、
資
料
館
の
運
営
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
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る
。契
約
等
に
も
よ
る
が
、資
料
館

の
館
長
、
資
料
館
の
運
営
に
発
言

権
が
あ
る
よ
う
な
形
で
の
採
用
を

お
願
い
し
た
い
。

　

続
い
て
６
点
目
、
亀
十
氏
か
ら

３
月
末
で
退
く
意
向
で
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
。今
後
は
、亀
十
氏
の

持
つ
知
識
を
ど
の
よ
う
に
し
て
後

世
に
残
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の

か
を
お
聞
き
し
た
い
。

教
育
長　
今
後
の
会
長
さ
ん
の
動

向
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
調
査
委

員
辞
任
の
意
向
を
聞
い
て
お
り
、

退
任
後
は
、「
相
談
役
」と
い
う
よ

う
な
立
場
で
館
運
営
、
文
化
財
関

係
に
つ
い
て
ご
助
言
い
た
だ
く
と

言
う
事
で
快
諾
頂
い
て
い
た
。た

だ
、
人
材
不
足
の
面
も
ご
心
配
頂

い
て
、
も
う
し
ば
ら
く
ご
協
力
頂

け
る
と
言
っ
て
頂
い
て
い
る
。一

般
的
に
あ
る
個
人
の
知
識
を
、
特

別
に
取
り
上
げ
て
保
存
す
る
こ
と

は
行
政
上
適
切
と
は
考
え
難
い
と

思
う
。し
か
し
、議
員
ご
指
摘
の
通

り
、根
羽
に
と
っ
て
貴
重
な
知
識
・

資
料
で
あ
る
の
は
村
と
し
て
も
認

め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。次
期
会
長

さ
ん
と
の
引
継
ぎ
と
合
わ
せ
て
ご

本
人
と
相
談
し
て
検
討
し
て
参
り

た
い
と
思
う
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
。

議
員　
亀
十
氏
の
知
識
、
今
逃
し

た
ら
も
う
こ
こ
ま
で
の
知
識
の
持

ち
主
は
い
な
い
。亀
十
氏
の
話
を

何
日
も
か
け
て
取
材
を
し
、
話
し

て
い
る
内
容
を
全
て
録
音
し
て
い

く
。そ
し
て
、録
音
し
た
内
容
を
何

人
か
で
資
料
に
ま
と
め
て
い
く
こ

と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。本
当
に
、
次
が
な
い
。是
非
何

ら
か
の
方
法
で
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。ま
た
、会
長
の
方
も
早
く
人
選

し
て
、
引
き
継
ぎ
を
確
実
に
行
っ

て
も
ら
い
た
い
。

　

最
後
の
質
問
で
あ
る
が
、
資
料

館
に
は
、①
郷
土
資
料
を
分
類
、整

理
し
て
永
続
的
に
保
管
す
る
機
能

②
資
料
の
調
査
研
究
に
よ
り
そ
の

価
値
を
明
ら
か
に
す
る
機
能
③
郷

土
資
料
の
価
値
や
意
味
を
村
民
に

伝
え
る
機
能
④
収
集
さ
れ
た
郷
土

資
料
を
使
っ
て
学
習
活
動
を
行
う

機
能
⑤
郷
土
資
料
に
つ
い
て
の
知

識
と
技
術
を
習
得
し
て
保
護
や
活

用
に
関
わ
る
人
材
を
育
成
す
る
機

能
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。そ

う
い
っ
た
観
点
も
含
め
、
資
料
館

の
運
営
方
法
の
検
討
を
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。さ
ら
に
、今
の
歴
史

民
俗
資
料
館
は
、
昭
和
45
年
に
旧

役
場
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
。当
時
、

役
場
の
古
い
資
料
を
保
存
し
て
お

く
所
、
保
存
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
文
書
の
保
管
行
と
い
う

意
味
合
い
だ
っ
た
よ
う
だ
。ま
た
、

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
保
管
庫
と

い
う
名
目
よ
り
は
、
資
料
館
と
い

う
名
目
で
立
っ
て
た
よ
う
だ
。本

来
資
料
館
で
は
な
い
施
設
が
資
料

館
に
転
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
由

来
す
る
施
設
上
の
制
約
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
十
分
な
展
示
面
積

が
確
保
で
き
て
い
な
い
点
、
収
蔵

庫
、研
究
室
、作
業
室
、講
堂
な
ど
、

資
料
館
に
あ
る
べ
き
施
設
が
ほ
と

ん
ど
整
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。そ
の
う
え
施

設
は
建
設
さ
れ
て
か
ら
45
年
と
長

い
年
数
を
経
過
し
て
い
る
た
め
老

朽
化
が
進
み
、温
度
、湿
度
、環
境

や
耐
候
・
耐
震
能
力
な
ど
の
点
で
、

郷
土
資
料
を
安
全
に
長
期
間
保
管

し
、
未
来
へ
伝
え
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。さ
ら
に
、郷
土
資
料
を
今
後

も
新
た
に
収
集
し
保
管
し
て
い

く
に
は
、
収
集
ス
ペ
ー
ス
が
決
定

的
に
不
足
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。新
し
く
立
て
直
す
っ
て
い
う

考
え
は
な
い
の
か
。

村
長　
郷
土
資
料
を
完
全
に
し
て

い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と

だ
と
理
解
を
し
て
い
る
。ご
指
摘

の
通
り
、
現
在
の
資
料
館
は
昭
和

54
年
に
建
て
ら
れ
た
建
物
で
、
議

員
ご
指
摘
の
通
り
、
展
示
室
の
面

積
が
少
な
い
、
作
業
室
が
整
備
さ

れ
て
な
い
、　

配
置
が
悪
い
、空
調

設
備
が
な
い
等
様
々
な
老
朽
化
の

課
題
も
あ
る
。施
設
そ
の
も
の
も

老
朽
化
し
て
取
る
の
が
現
状
で
あ

る
。当
面
の
考
え
と
し
て
は
、今
あ

る
現
在
の
資
料
を
、
し
っ
か
り
と

保
存
・
維
持
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。具
体
的
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
ご
提
案
い

た
だ
い
た
こ
と
も
含
め
て
考
え
た

い
と
思
う
。今
後
、新
た
な
施
設
整

備
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。日
常
専
門
的
に
管
理
す
る
人

的
整
備
も
ご
指
摘
の
通
り
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。今
後
、関
係

す
る
皆
さ
ん
と
、
そ
れ
ぞ
れ
知
見

を
持
っ
た
専
門
家
の
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
整
備
も

含
め
て
検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
い
る
。ま
た
、新
し
い
資
料

館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
必
要
性

は
理
解
し
て
い
る
が
、
場
所
を
含

め
、
建
設
時
期
や
他
の
事
業
と
の

関
連
性
等
々
、
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
、
新
し
い
資
料
館
の
建
設
時

期
に
つ
い
て
は
遂
次
総
合
的
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
う
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

議
員　
今
の
村
長
の
答
弁
、
是
非

前
向
き
に
検
討
し
、
検
討
と
い
う

言
葉
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く

て
、
実
施
で
き
る
よ
う
な
方
向
で

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
回
の
質
問
に
関
し
て
は
、
同

僚
議
員
と
資
料
館
を
視
察
し
た

り
、
亀
十
さ
ん
か
ら
の
意
見
も

伺
っ
た
り
し
た
。村
長
就
任
の
挨

拶
や
年
頭
の
挨
拶
の
中
で
、
村
民

の
皆
さ
ん
が
誇
り
と
自
信
を
持
っ

て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
元
気
な

村
づ
く
り
、
地
域
に
あ
る
資
源
に

し
っ
か
り
と
磨
き
を
か
け
て
、
村

民
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
明
る
く
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
村
と

し
て
の
魅
力
を
全
面
に
打
ち
出

し
、誰
も
が
訪
れ
て
み
た
い
村
、そ

し
て
住
ん
で
み
た
い
村
と
し
て
広

く
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
と
あ
る
。根
羽
村
民
共
有
の
財

産
で
あ
る
郷
土
資
料
に
も
視
点
を

置
い
て
は
ど
う
か
。郷
土
資
料
と

は
、根
羽
村
の
自
然
、歴
史
、文
化

を
学
び
、
伝
え
る
こ
と
の
根
底
と

な
る
も
の
で
、
長
い
歴
史
を
経
て

生
ま
れ
て
き
た
根
羽
村
民
共
有
の

財
産
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
貴
重

な
価
値
を
持
つ
郷
土
資
料
の
保

存
、展
示
が
行
わ
れ
る
場
所
は
、そ

の
価
値
を
発
見
し
、
理
解
す
る
場

所
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。そ
の
た

め
、郷
土
資
料
の
保
存
、展
示
に
対

す
る
行
政
の
役
割
は
、
村
民
の
財

産
で
あ
る
郷
土
資
料
の
価
値
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
村
民
が

こ
れ
を
学
び
、
伝
え
る
た
め
の
知

的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
が
可
能
な
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
あ
る
。郷
土
資
料
を

通
し
て
自
ら
の
村
を
知
る
こ
と

は
、自
ら
の
村
を
愛
し
、誇
り
を
持

つ
こ
と
に
つ
な
が
る
。よ
り
良
い

郷
土
資
料
の
保
存
、
展
示
が
実
現

さ
れ
、根
羽
村
全
体
が
、村
民
が
知

る
喜
び
を
味
わ
い
、
自
ら
の
村
に

対
す
る
誇
り
を
持
て
る
場
所
と
な

る
こ
と
を
提
案
す
る
。
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◆
三
浦
寛
本
議
員

議
員　
根
羽
村
で
の
水
道
管
の
耐

震
化
に
つ
い
て

　

冒
頭
の
村
長
の
挨
拶
で
も
あ
っ

た
が
、
私
も
一
言
申
し
上
げ
た
い

と
思
う
。令
和
６
年
１
月
１
日
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り

お
悔
や
み
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、被
災
さ
れ
た
皆
様
、並
び
に
そ

の
ご
家
族
、
関
係
者
に
対
し
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。被
災
さ
れ

た
皆
様
の
安
全
と
被
災
地
域
の
早

期
復
旧
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

　

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
、被
災
地
で
は
、ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
上
下
水
道
が
地
震

発
生
以
来
使
用
で
き
な
い
状
態
が

今
な
お
続
い
て
い
る
。そ
こ
で
、９

月
議
会
で
の
一
般
質
問
で
も
申
し

上
げ
た
が
、
根
羽
村
の
水
道
管
は

法
定
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
い
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
今
回
の
よ
う

な
巨
大
地
震
等
に
よ
る
大
規
模
な

水
道
管
破
裂
な
ど
の
被
害
が
予
想

さ
れ
、
村
民
も
水
道
管
等
の
耐
震

化
工
事
の
早
期
着
手
を
望
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。先
の
村
長
の

答
弁
で
は
、「
村
民
が
不
安
を
感
じ

て
い
る
こ
と
が
生
じ
て
い
る
が
、

多
額
の
予
算
と
都
合
上
、
早
期
工

事
着
手
が
難
し
い
が
、
調
査
研
究

を
早
急
に
進
め
た
い
」
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、改
め
て
、今
回
の
能

登
半
島
地
震
で
の
被
害
状
況
を
報

道
等
に
よ
り
間
近
で
見
た
う
え
、

今
後
の
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
い
る

水
道
管
な
ど
、
巨
大
地
震
等
の
災

害
対
応
が
で
き
る
耐
震
化
へ
の
布

設
替
え
を
早
期
に
実
施
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
か
。ま
た
、更
新
計
画

と
村
民
に
対
し
て
納
得
で
き
る
今

後
の
考
え
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る

の
か
。具
体
的
に
今
の
お
考
え
を

お
聞
き
し
た
い
。ま
た
、財
源
確
保

の
た
め
有
利
な
補
助
事
業
等
の
調

査
研
究
、
漏
水
箇
所
等
の
早
期
発

見
な
ど
、
現
在
ど
の
段
階
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
、
併
せ
て
お
伺
い

し
た
い
。

村
長　
ご
指
摘
の
通
り
、
能
登
半

島
地
震
で
は
道
路
、住
宅
、上
下
水

道
等
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。そ
の
復
旧
に
も
相
当
の
時

間
が
か
か
る
こ
と
は
今
予
想
さ
れ

て
い
る
。当
村
の
水
道
施
設
の
状

況
に
つ
い
て
、
９
月
議
会
の
一
般

質
問
で
議
員
の
質
問
に
お
答
え
し

た
内
容
と
一
部
重
複
す
る
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。各
施

設
に
つ
い
て
は
、
建
設
年
度
は
昭

和
54
年
以
降
と
な
っ
て
お
り
、
施

設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
き
て
る
状

況
に
あ
る
。た
だ
し
、ろ
過
地
や
配

水
池
等
は
法
定
耐
用
年
数
が
60
年

で
あ
り
、
耐
用
年
数
を
超
え
た
も

の
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
状
況
。ま

た
、
ポ
ン
プ
施
設
整
備
や
電
気
等

に
つ
い
て
は
、必
要
の
都
度
、今
更

新
を
行
っ
て
き
て
い
る
。１
番
の

課
題
は
管
路
の
施
設
で
あ
る
。全

体
延
長
約
35
㎞
あ
っ
て
、
ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
、12
㎞
で
34
％
、硬
質

塩
化
ビ
ニ
ル
管
が
22
㎞
で
63
％
等

と
な
っ
て
い
る
。村
内
の
管
路
に

つ
い
て
は
、
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管

は
目
標
耐
用
年
数
が
60
年
と
な
っ

て
お
り
、
耐
用
年
数
の
期
間
内
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
硬
質
塩
化
ビ

ニ
ル
管
は
目
標
耐
用
年
数
も
40
年

で
あ
り
、
昭
和
54
年
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
耐
用
年
数
が
経
過
し
た

状
態
に
あ
る
の
が
現
状
。ま
た
、こ

う
し
た
中
で
、平
成
29
年
に
、安
全

な
水
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
簡
易
水
道
事
業

適
正
化
計
画
を
策
定
し
て
、
施
設

整
備
の
概
要
を
示
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。水
道
管
の
耐
震
化
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、

９
月
の
一
般
質
問
で
も
お
答
え
し

た
が
、令
和
６
年
度
に
お
い
て
、簡

易
水
道
の
管
路
の
更
新
計
画
策
定

業
務
を
実
施
す
る
予
算
を
計
上
し

た
。こ
れ
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の

管
路
計
画
等
々
が
出
て
く
る
の

で
、
ど
う
い
っ
た
補
助
金
を
使
う

の
か
、
何
年
間
ぐ
ら
い
で
整
備
が

で
き
る
の
か
と
い
う
計
画
を
今
年

度
策
定
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。ま
た
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
も
、

地
区
懇
談
会
、広
報
誌
、ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
で
計
画
の
概
要
が
お
示

し
し
、
そ
の
他
必
要
な
情
報
等
を

適
時
お
調
べ
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。ま
た
、令
和
６
年
度
予

定
し
て
お
り
ま
す
、
簡
易
水
道
の

管
路
更
新
計
画
策
定
業
務
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
長
か
ら
詳

細
を
少
し
説
明
す
る
の
で
、
お
願

い
し
た
い
。

住
民
課
長　
簡
易
水
道
事
業
管
の

更
新
計
画
に
つ
き
ま
し
て
、
概
要

を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。村
で

は
、令
和
６
年
度
に
お
お
い
て
、村

内
全
域
の
施
設
を
除
く
管
路
の
更

新
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。主
だ
っ
た
内
容
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。対
象
施
設

で
す
が
、
根
羽
村
簡
易
水
道
事
業

に
お
け
る
管
路
の
み
を
対
象
と

し
、浄
水
場
、排
水
地
等
の
施
設
は

対
象
外
と
し
て
い
る
。基
本
方
針

の
策
定
と
し
て
、
現
状
の
把
握
を

し
ま
す
。既
存
資
料
と
現
地
調
査

に
よ
り
地
域
と
水
道
の
現
況
を
把

握
す
る
。そ
の
中
で
、地
域
の
特
性

と
し
て
、自
然
条
件
の
把
握
、社
会

的
条
件
の
把
握
等
。水
道
の
特
性

と
て
は
、
水
道
施
設
状
況
と
復
旧

状
況
、そ
の
資
料
の
収
集
と
把
握
。

水
道
施
設
の
整
備
状
況
及
び
既
存

施
設
の
位
置
、規
模
、構
造
に
関
す

る
資
料
の
収
集
、
水
道
施
設
整
備

の
状
況
の
把
握
等
で
あ
る
。次
に
、

水
需
要
の
予
測
と
し
ま
し
て
、
将

来
見
通
し
を
得
る
た
め
の
10
年
か

ら
15
年
ほ
ど
先
ま
で
の
水
事
業
の

予
測
を
行
う
と
い
う
内
容
。次
に
、

事
業
の
分
析
、評
価
、課
題
の
抽
出

を
し
ま
す
。管
路
施
設
の
状
況
を

中
心
と
し
た
水
道
事
業
の
現
況
を

分
析
を
い
た
し
ま
す
。主
に
は
簡

易
水
道
事
業
経
営
、
環
境
の
分
析

し
、
そ
の
評
価
を
行
う
。ま
た
、
耐

震
性
の
評
価
も
行
う
。そ
の
中
か

ら
出
て
き
た
課
題
の
優
先
順
位
を

検
討
し
、
そ
の
優
先
順
位
検
討
の

結
果
に
基
づ
い
て
将
来
像
及
び
目

標
を
設
定
す
る
。そ
の
後
、基
本
事

項
の
決
定
を
行
う
。内
容
に
お
い

て
は
、
管
路
更
新
の
合
理
性
等
を

考
慮
し
、
10
年
か
ら
15
年
の
計
画

年
次
を
設
定
し
す
る
。そ
の
後
、管

路
更
新
内
容
を
決
定
を
す
る
。そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
、拡
張
・
更
新

計
画
の
検
討
、
対
策
の
実
施
順
序

の
検
討
を
し
、
管
路
更
新
案
の
作

成
を
行
う
。そ
の
内
容
と
し
て
は
、

管
路
更
新
計
画
、費
用
の
検
討
、管

路
更
新
計
画
工
程
の
検
討
、
そ
れ

概
算
費
用
の
算
出
、
管
路
更
新
案

の
評
価
、
管
路
更
新
の
効
果
の
検

討
等
々
を
行
う
予
定
。以
上
が
主

だ
っ
た
内
容
に
な
る
が
、
請
負
業

者
に
必
要
に
応
じ
て
進
捗
状
況
の

中
間
報
告
を
依
頼
す
る
の
で
、
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が
ら
議
会
の
皆

さ
ん
に
も
状
況
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
い
る
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
。

議
員　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。着
実
に
進
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
を
お
聞
き
い
た
し
ま
し
て
、
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心
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、

更
新
計
画
の
中
で
優
先
順
位
等
を

付
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
が
、
簡
易
水
道
を
村
に
設
置
す

る
時
に
は
そ
の
委
員
会
を
作
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
委

員
会
、
一
般
の
有
識
者
で
す
と
か

業
者
及
び
議
員
の
中
か
ら
何
名
か

選
出
す
る
と
か
っ
て
い
う
よ
う
な

考
え
は
あ
る
の
か
、
１
点
お
聞
き

し
ま
す
。

村
長　
来
年
度
、
計
画
を
作
成
し

た
段
階
で
、
そ
の
様
子
を
見
な
が

ら
、
そ
の
時
期
は
リ
ン
ク
は
す
る

が
、最
終
的
に
は
、実
施
に
あ
た
っ

て
は
委
員
会
を
作
り
、
そ
こ
で
協

議
を
し
て
い
く
形
に
な
る
か
思
う

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い

と
思
う
。

議
員　
わ
か
り
ま
し
た
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、こ
の　

村
民
へ
の
周
知
で
ご
ざ
い
ま
す
け

ど
も
、
広
報
誌
並
び
に
地
区
懇
談

会
、区
長
会
等
々
、９
月
の
村
長
の

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
行
っ

て
い
る
区
長
会
は
年
に
２
回
ほ

ど
、
地
区
懇
談
会
に
関
し
ま
し
て

は
、
各
地
区
の
出
席
者
は
年
々
減

少
し
て
い
る
現
状
の
中
、
村
民
に

対
し
て
納
得
で
き
る
説
明
を
今
後

考
え
て
い
た
だ
き
、
確
実
に
村
民

へ
の
周
知
の
方
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
と
思
う
。ま
た
、こ
の
水

道
事
業
は
非
常
に
関
心
が
高
い
案

件
で
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
対

応
し
て
い
た
だ
き
、
村
民
へ
の
十

分
な
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い

と
思
う
。

◆
令
和
５
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　

林
道
整
備
事
業
及
び
橋
梁
修

繕
事
業
等
の
確
定
に
よ
り
、
１

億
４
６
５
２
万
３
千
円
を
追
加

し
、
総
額
31
億
６
２
５
６
万
２

千
円
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
度
根
羽
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業
等
に
よ

り
、
３
７
６
万
円
を
減
額
し
、

総
額
１
億
２
８
７
万
円
余
と
な

り
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　

簡
易
水
道
事
業
債
繰
上
償
還

等
に
よ
り
、
４
６
０
万
６
千
円

を
増
額
し
、
総
額
５
８
８
４
万

５
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
度
根
羽
村
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

根
羽
地
区
施
設
管
理
費
等
に
よ

り
、
５
５
８
万
円
を
減
額
し
、

総
額
６
７
８
２
万
円
余
と
な
り

ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実

績
等
に
よ
り
、
３
４
５
３
万
１

千
円
を
減
額
し
、
総
額
２
億
２

２
５
８
万
４
千
円
余
と
な
り
ま

し
た
。

◆
令
和
５
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
の
確
定
に
よ
り
、
３
百
１

０
万
円
を
減
額
し
、
総
額
１
千

７
百
４
０
万
円
余
と
な
り
ま
し

た
。

人

　

　

事

条

　

　

例

補

正

予

算

当

初

予

算

そ

の

他

◆
根
羽
村
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
◆
根
羽
村
育
英
資
金
貸
付
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
根
羽
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
根
羽
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居

宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
従
事

者
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

国
の
法
律
等
の
改
正
に
伴
い

条
例
の
制
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

予
算

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
営
バ
ス
特

別
会
計
予
算

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道

事
業
会
計
予
算

◆
令
和
６
年
度
根
羽
村
下
水
道
事

業
会
計
予
算

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
２
・
３

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

◆
根
羽
村
固
定
資
産
評
価
審
査
員

の
選
任
の
承
認
に
つ
い
て

　
　

稲
垣
晃
氏
の
選
任
に
つ
い
て

承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
北
洞
辺
地
ほ
か
５
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
◆
根
羽
村
公
の
施
設
の
指
定
管
理

に
つ
い
て

　

村
内
９
か
所
の
施
設
に
つ
い

て
、
継
続
し
て
各
指
定
管
理
者

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
決
議
さ

れ
ま
し
た
。期
間
は
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
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地域おこし協力隊の報告
　金　邉　竜　也

白　根　拓　実

　上　村　小　春

鈴　木　　　楓

　協力隊４年目の金邉竜也です。息子が生まれました。さて今
年度もケーブルテレビの番組の拡充を中心に活動させてい
ただいております。ありがたいことに視聴いただいた方から、

「これも撮影してほしい」のようなお声がけをいただく機会も
増えました。盆踊りやアイシンとの森づくりイベントなど、コ
ロナ禍を経て自粛・縮小傾向だった行事もいくつか撮影する
ことができました。「ａｂｎ・八十二ふるさとCM大賞」では映
像賞を２年連続で受賞。来年度もよろしくお願いいたします。

　令和５年度の空き家対策活動内容については、「村内の空き家調査」
「空き家所有者と利活用希望者への相談窓口や物件同行」「空き家所有

者へのアンケート調査の実施」「旧若松
旅館の改修」などの活動を行いました。
詳しい内容は、４月１日の「空き家のす
すめ」で今年度の活動報告を行いますの
で、よろしければご覧ください。

　地域おこし協力隊の上村小春です！４月に根羽村に赴任して
から約１年が経ちました。
　根羽学園をはじめ、放課後子ども教室、村営塾げん、タブレッ
ト講習など、さまざまな場面で多くの方々と関わることができ、
充実した１年を過ごすことができました。
　また、村の行事にもたくさん参加させていただき、村暮らしの
楽しさを日々実感しています。
今後も皆さまとの関わりを大切に、いろいろなことにチャレン
ジしていきたいと思います！

　令和５年度は６月に村営塾の開塾１周年を迎えることができました。
　子どもたちにとっても「村営塾げん」という存在が定着した中で、今年度は「課題解決型学習」に力を入れて
きました。こちらは「自分たちで課題を設定して、解決していく学習法」のことで、村営塾では、子どもたち一人
ひとりが自分の”好きなこと”や”やってみたいこと”を実現させる取り組みを行ってきました。ある生徒は自
分が大好きなアイスクリームを手作りし、「理想のアイス」はどうやっ
て作れるのか研究していました。また、ある生徒は自分で書き上げた

「オリジナルのミステリー小説」を映画化させたいと映画制作に取り組
んで、上映会までやろうと動いています。この「課題解決型学習」の取り
組みを通じて、子どもたちは塾の時間の中で、自分の好きなことを見つ
けたり、やってみたいことを実現させるための思考力を身につけるこ
とができました。
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地域おこし協力隊の報告
　山　本　英　介

　三　好　論　史

　森林組合の山本英介です。早いもので地域おこし協力隊として
５年目を迎えることになりました。基本的には組合林産班に所属
し伐採搬出現場作業を行っていますが、昨年度から１年ほどは現
場を離れ協力隊活動として山村留学家庭との自然体験サポート、
木育・環境学習イベントの企画運営、学生林業合宿のサポートな
ど各方面からご依頼のあったものに取り組ませていただきまし
た。また協力隊活動費で林業機械、森林インストラクター、自然再
生士、認定森林施業プランナーの資格を取得しました。今年度が
協力隊としては最後の１年になりますので、初心に還って勤めた
いと思います。

　こんにちは。根羽村地域起こし協力隊の三
み

好
よし

諭
さと

史
し

です。
　根羽村観光協会の事務局として、３回目の春を迎えました。
　根羽村観光協会で開催しております「ふるさと根羽村フォト
コンテスト」は今回で50回を迎えました。昨年は豪雨によるイワ
ツツジの被害、紅葉期間の短さ、黒地の柿の木が実らないなど、
写真撮影には厳しい状況でしたが、昨年同様の78点の応募を頂
くことが出来ました。グリーンハウス森沢の管理につきまして
は、今までのスポーツ合宿での利用に加え、企業の新人研修等で
の新たなご利用も複数頂くことができ、昨年度の３倍以上のご
利用を頂くことが出来ました。今年は「知って根羽 スタンプラ
リー」を開催するなど、今まで以上に根羽村を広くアピールしていきたいと思っております。これからもご支
援のほど、よろしくお願い致します。

　

昭
和
62
年
か
ら
運
用
を
開
始
し

た
防
災
行
政
無
線
で
す
が
、
運
用

か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま

す
。こ
の
こ
と
か
ら
、令
和
５
年
度

に
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

整
備
工
事
に
着
手
し
、
令
和
７
年

３
月
の
竣
工
を
目
指
し
、
役
場
の

親
局
１
式
、
屋
外
拡
声
子
局
19
ヶ

所
、
個
別
受
信
機
等
の
更
新
に
加

え
て
、河
川
監
視
カ
メ
ラ
、雨
量
計

を
導
入
し
、
役
場
内
に
整
備
す
る

　

１
月
23
日
に
「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン

72
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
る
株

式
会
社
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
・
エ
イ

ド
・
セ
オ
リ
ー
様
と「
災
害
時
に
お

け
る
物
資
（
Ｇ
72
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）
の
受

入
・
保
管
等
に
関
す
る
協
定
」の
調

印
式
が
根
羽
村
を
会
場
に
豊
根

村
、阿
智
村
、平
谷
村
と
合
同
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
規
模

災
害
発
生
時
に
物
資
が
届
か
な
い

と
い
う
状
況
を
軽
減
す
る
た
め
に

72
時
間
分
の
物
資
が
梱
包
さ
れ
た

箱「
Ｇ
72
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」の
備
蓄
を
進
め

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
「
Ｇ
72
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」は
、
飲
食
物
や

衣
料
等
の
非
常
用
物
資
が
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
さ
れ
、
3
日
分
が
1
人

1
箱
に
な
っ
た
物
で
、
有
事
の
際

に
は
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
事
に

根
羽
村
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事
に
つ
い
て

災
害
時
物
資
受
入
保
管
等
に
関
す
る
協
定
締
結
に
つ
い
て

加
え
、
飲
食
物
の
消
費
期
限
等
も

適
切
に
管
理
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
は
全
国

を
対
象
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
災

害
の
発
生
状
況
等
に
よ
り
必
要
に

応
じ
て
備
蓄
す
る
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
市
町

村
間
で
融
通
し
あ
う
仕
組
み
も
あ

り
、災
害
時
の
物
資
提
供
に
非
常
に

有
効
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

村
で
は
、こ
れ
ま
で
の
水
、非
常

食
の
備
蓄
に
加
え
、「
Ｇ
72
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」の
備
蓄
を
は
じ
め
、非
常
用
携

帯
ト
イ
レ
の

備
蓄
等
を
進

め
、
大
規
模

災
害
発
生
の

備
え
を
進
め

て
行
き
ま

す
。

防
災
シ
ス
テ
ム
と
連
携
さ
せ
、
村

民
の
皆
様
に
広
報
無
線
の
緊
急
連

絡
だ
け
で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
網
等
を
使
用
し
た
災
害
用
連
絡

が
で
き
る
体
制
を
構
築
い
た
し
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
本
格
的
の
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。各
地
区
で
の

工
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
順
次

広
報
無
線
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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税
制
改
正
の
大
綱
（
令
和
５
年

12
月
22
日
閣
議
決
定
）」
に
お
い

て
、
令
和
６
年
分
の
所
得
税
に
つ

い
て
定
額
に
よ
る
所
得
税
額
の
特

別
控
除
（
以
下
「
定
額
減
税
」
と

い
い
ま
す
。）
を
実
施
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
関
係
す

る
税
制
改
正
法
案
が
成
立
し
た
場

合
に
は
、
令
和
６
年
６
月
か
ら
定

額
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
定
額
減
税
に
つ

い
て
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
内
容

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
で
あ
る
所
得

税
の
定
額
減
税
に
つ

い
て
は
、
下
記
の
リ

ン
ク
か
ら
参
照
く
だ
さ
い
。

URL

： https://www.nta.go.jp/users/
gensen/teigakugenzei/index.htm

●
減
税
額
に
つ
い
て

　

納
税
者
本
人
の
住
民
税
の
特
別

控
除
額
は
、
次
の
合
計
額
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
そ
の
合
計
額
が
住

民
税
所
得
割
額
を
超
え
る
場
合

は
、
住
民
税
所
得
割
額
が
限
度
額

と
な
り
ま
す
。

１
．
納
税
者
本
人

　
　

年
税
額
１
万
円

２
．
控
除
対
象
配
偶
者

　
　

１
人
あ
た
り
年
税
額
１
万
円

※
ま
た
は
扶
養
親
族

　

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
や
国
土

の
保
全
、
水
源
の
育
成
等
、
国
民
に

広
く
恩
恵
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の

森
林
の
適
切
な
整
備
を
行
う
た
め
、

　
（
国
外
居
住
者
を
除
く
）

※
控
除
対
象
配
偶
者
を
除
く
同
一

生
計
配
偶
者（
国
外
居
住
者
を

除
く
）は
、令
和
6
年
度
定
額
減

税
対
象
者
か
ら
は
除
か
れ
ま
す
。

●
減
税
の
適
用
条
件

　

納
税
者
本
人
の
令
和
6
年
度

住
民
税
合
計
所
得
金
額
が
１
，

８
０
５
万
円
以
下

●
定
額
減
税
後
の
住
民
税
の
支
払
い
方
法

⑴
特
別
徴
収（
給
与
天
引
き
）の
方

　

定
額
減
税
後
の
税
額
を
令
和
６

年
７
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
11

分
割
で
給
与
天
引
き
し
ま
す
。

⑵
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振

替
等
）
の
方

　

第
１
期
分
の
納
付
額
か
ら
特
別

控
除
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除

し
、
そ
の
差
額
を
納
付
。
ま
た
、

第
１
期
分
で
控
除
し
き
れ
な
い
場

合
は
、
第
２
期
分
以
降
の
納
付
額

か
ら
順
次
控
除
し
ま
す
。

⑶
年
金
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
方

　

令
和
６
年
10
月
分
の
年
金
天
引

き
分
か
ら
特
別
控
除
に
相
当
す
る

金
額
を
控
除
し
、
差
額
を
年
金
か

ら
天
引
き
。
ま
た
、
10
月
分
か
ら

控
除
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
12
月

分
以
降
の
特
別
徴
収
税
額
か
ら
順

次
控
除
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
特
別
控

除
額
の
限
度
額
を
計
算
す
る
際

に
用
い
る
所
得
割
額
は
定
額
減

税
前
の
額
と
な
り
ま
す
。

配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
が
い
る

方
の
場
合
の
み
加
算

令
和
6
年
度
以
降
の
住
民
税
均
等

割
及
び
森
林
環
境
税

　

住
民
税
の
均
等
割
は
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方

公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た

め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保

に
係
る
地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
法
律
」（
平
成
23
年
12
月
2

日
法
律
代
18
号
）の
制
定
に
伴
い
、

平
成
26
年
度
（
２
０
１
３
年
）
か

ら
令
和
5
年
度
（
２
０
１
３
年
）

の
10
年
間
に
限
り
、
村
民
税
・
県

民
税
に
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
を
加

算
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
臨

時
措
置
が
令
和
5
年
度
で
終
了

し
、
新
た
に
令
和
6
年
度
か
ら
森

林
環
境
税
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

・
住
民
税
を
「
給
与
天
引
き
と
年

金
天
引
き
」
や
「
納
付
書
や
口

座
振
替
等
と
年
金
天
引
き
」
な

ど
の
よ
う
に
、
２
つ
以
上
の
方

法
で
徴
収
し
て
い
る
場
合
、
国

の
指
針
に
基
づ
き
、「
給
与
天

引
き
」
と
「
納
付
書
や
口
座
振

替
等
」
か
ら
優
先
的
に
減
税
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
定
額
減
税
に
つ
い
て
、
納
税
者

本
人
が
均
等
割
の
み
課
税
者
の

場
合
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

令
和
6
年
度
か
ら
森
林
整
備
及
び

そ
の
促
進
を
趣
旨
と
す
る
森
林
環

境
税
（
国
税
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
は
、
住
民
税
の

均
等
割
と
併
せ
て
１
人
年
額
１
，

０
０
０
円
が
徴
収
さ
れ
、
一
度
、

国
に
納
付
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
税

収
の
全
額
が
森
林
環
境
贈
与
税
と

し
て
、
区
市
町
村
・
都
道
府
県
に

按
分
さ
れ
て
譲
渡
さ
れ
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
税
の
概
要

●
森
林
環
境
税
を
納
め
る
方

　

そ
の
年
の
1
月
1
日
に
根
羽
村

に
住
所
が
あ
る
方

●
税
額

　

年
額
１
，０
０
０
円
（
※
住
民
税
均

等
割
と
併
せ
て
賦
課
徴
収
し
ま
す
）

●
森
林
環
境
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方

　
住
民
税
の
均
等
割
と
同
様
に
以
下
の

方
に
は
森
林
環
境
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

・
1
月
1
日
現
在
で
本
人
が
障
害
者

控
除
・
寡
婦
控
除
・
ひ
と
り
親
控

除
の
い
ず
れ
か
の
適
用
を
受
け
て

い
る
場
合
、
ま
た
は
未
成
年
者
の

場
合
で
、
前
年
中
の
合
計
所
得
金

額
が
１
３
５
万
円
以
下
の
方

・
1
月
1
日
現
在
で
生
活
保
護
法
に

よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

・
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
次

の
算
式
で
求
め
た
金
額
以
下
の
方

　

35
万
円
×
（
本
人+

同
一
生

計
配
偶
者+

扶
養
親
族
の
数
）

＋
10
万
円
＋
21
万
円（
※
注
釈
）

※
注
釈　

21
万
円
は
、
同
一
生
計

令
和
６
年
度
個
人
住
民
税

（
村・県
民
税
）に
適
用
さ
れ
る

　

定
額
減
税
に
つ
い
て

森
林
環
境
税（
国
税
）

【
令
和
６
年
度
か
ら
開
始
】

表　今後の均等割について

期間 納める税 村民税 県民税 森林
環境税 計

令和5年度
まで 均等割

3,500円
（うち復興特
別税500円）

2,000円
（うち長野県森林
づくり県民税500

円、復興特別税
500円）

－ 5,500円

令和6年度
から 均等割 3,000円

1,500円
（うち長野県森林
づくり県民税500

円）

1,000円 5,500円

　

長
野
県
か
ら
自
動
車
税
納
税
通

知
を
発
送
し
ま
す
。

　

5
月
中
旬
に
は
お
手
元
に
届
き

ま
す
の
で
、
納
期
内
の
ご
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

金
融
機
関・郵
便
局・コ
ン
ビ
ニエ
ン

ス
ス
ト
ア
・
県
税
事
務
所
の
窓
口
・ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
な
ど
で
納
付
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

長
野
県
南
信
県
税
事
務
所
飯
田
事
務
所　

☎
０
２
６
５

－

53

－

０
４
０
５
、

０
４
０
６
、０
４
０
７

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日（
金
）で
す
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村
で
は
、行
政
・
経
済
・
文
化
・
そ

の
他
各
方
面
で
顕
著
な
功
績
や
他

の
模
範
と
な
る
善
行
に
よ
る
優
れ

た
皆
さ
ん
や
団
体
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
表
彰
審
査
委
員

会
の
答
申
を
受
け
て
行
う
も
の

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
表
彰
式

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
や
ま
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
で
の
開
催
で
し

た
が
、
今
年
度
か
ら
は
福
祉
と
健

康
の
集
い
の
会
場
で
表
彰
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

◦
功
労
者

　
石
　
原
　
明
　
子
　
様

　
原
　
　
　
光
　
史
　
様

　
西
　
尾
　
竹
　
司
　
様

令
和
５
年
度　

根
羽
村
功
労
者
表
彰

根
羽
村
社
会
福
祉

協
議
会
功
労
者
表
彰

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・

閲
覧
制
度
の
ご
利
用
案
内

閲覧・
縦覧期間

令和６年４月１日（月）～令和６年５月31日（金）（土日祝日除く）
※取扱時間は午前８時30分から午後５時15分まで

閲覧・
縦覧場所 役場（総務課窓口）

閲覧・
縦覧

できる方

１．固定資産税の納税者本人、本人から委任を受けた同一世帯の親族、納税管理人
２．代理人（委任状をお持ちの方）

（閲覧は上記の方に加えて）
３．借地人、借家人（賃貸借契約書をお持ちの方）
４．賦課期日（1月1日）以降の新所有者（売買契約書、登記等をお持ちの方）

必要な
もの

・本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカードなど）※顔写真のない健康保険証などは2点以上後用意ください。
・代理人の場合は委任状、相続人の場合は戸籍謄本など

（閲覧は上記に加えて）納税義務者ご本人以外の方が窓口へこられる場合には、その他必要なものがある場合
があります。あらかじめお問い合わせください。

　
石
　
原
　
保
　
幸
　
様

　
片
　
桐
　
昭
　
子
　
様

　
片
　
桐
　
裕
　
子
　
様

　
片
　
桐
　
達
　
司
　
様

◦
感
謝
状

　
片
桐
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
片
　
桐
　
信
　
親
　
様

　
飯
田
市

　

令
和
６
年
３
月
３
日
（
日
）
に

“
第
26
回
福
祉
と
健
康
の
集
い
”

が
盛
大
に
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
前
の
部　

根
羽
村
功
労
者
表

彰
及
び
根
羽
村
社
会
福
祉
協
議
会

功
労
者
表
彰
の
式
典

　

午
後
の
部　

足
助
病
院
の
理
学

療
法
士
生
駒
先
生
に
よ
る
「
座
り

な
が
ら
続
け
ら
れ
る
体
操
」

健康相談・頭の体操コーナー

キッズ　ビンゴゲーム 足助病院生駒先生による「座りながら続けられる体操」

タレント　松本明子さん講演会
「どうなる？どうする？わたしの街、わたしの家
～心の健康のために考える 介護・終活・相続～」

第
26
回

 

福
祉
と
健
康
の
集
い

　

タ
レ
ン
ト
の
松
本
明
子
さ
ん
に

よ
る
「
ど
う
な
る
？
ど
う
す
る
？

わ
た
し
の
街
、わ
た
し
の
家　

～
心
の
健
康
の
た
め
に
考
え
る　

介
護
・
終
活
・
相
続
～
」と
題
し
た

講
演
会（
大
杉
大
学
共
催
）

　

当
日
は
上
記
の
ほ
か
随
時
、
足

助
病
院
の
看
護
師
さ
ん
た
ち
に
よ

る
健
康
相
談
会
、認
知
症
予
防（
頭

の
体
操
）
教
室
等
や
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
、
ま

た
、杉
っ
子
、ぽ
て
と
の
会
、ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
屋
さ
ん
、
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア「
和
」に
よ
る
各
種
販
売
が

　

根
羽
村
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に

顕
著
な
功
績
を
あ
げ
、
福
祉
に
貢

献
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を
、

表
彰
審
査
委
員
会
の
選
考
に
よ
り

社
会
福
祉
功
労
者
と
し
て
表
彰
し

ま
し
た
。

　
高
　
柳
　
正
　
治
　
様

　
片
　
桐
　
文
　
良
　
様

　
久
保
田
　
み
さ
よ
　
様
　

　
三
　
浦
　
明
　
美
　
様

　
石
　
原
　
み
ち
ゑ
　
様
　

　
原
　
　
　
光
　
史
　
様
　

　
石
　
原
　
明
　
子
　
様

行
わ
れ
、
会
場
に
花
を
添
え
て
い

た
だ
き
、
総
勢
１
１
３
名
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。



制度改正の内容

均等割額
44,365円

所得割率
9.45％ 又は 8.56％

年間保険料額
限度額は80万円または73万円

一人当たり保険料額　年額 71,550円　＜63,125円＞
増加額　8,425円（前回比）

保険料の見直しに伴う激変緩和措置

＋ ＝

Information お知らせ

17 広報ねば2024.3

　後期高齢者医療制度の保険料率は、医療給付費等を推計して２年ごとに見直されます。
　長野県における令和６・７年度保険料率は、後期高齢者の増加や医療費の伸びに加え、現役世代の負担を
抑えるための国の制度改正により、次のとおり増額改定することになりました。
　お一人おひとりの保険料額は６月下旬に決定し、７月以降にお住まいの市町村から決定通知書によりお
知らせします。
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

● 後期高齢者負担率の見直し
（高齢者の保険料の伸びを現役世代の支援金の伸びに合わせる見直し）
　後期高齢者医療における医療費の負担割合は、後期高齢者負担率によって定められています。後期高齢
者の医療給付費を後期高齢者と現役世代で公平に支え合うため、「後期高齢者一人当たりの保険料」と「現
役世代一人当たりの後期高齢者支援金」の伸び率が同じになるように後期高齢者負担率が設定されます。
● 出産育児支援金

（出産育児一時金の費用を後期高齢者も支えていく仕組みの導入）
　出産育児一時金の支給費用の一部を、現役世代だけでなく後期高齢者医療制度も支援（拠出）する仕組
みとなります。

令和６年度からの制度見直しに伴う、新たなご負担に関しては、
①収入にかかわらずご負担いただく定額部分（均等割）のみを負担する約６割の方（年金収入153万円相

当以下の方）については、制度見直しに伴う増加はありません。
②収入に応じてご負担いただく定率部分（所得割）は、一定以下の収入の方（年金収入153万円～ 211万

円相当の方）を対象に、令和６年度は制度見直しに伴う増加はありません。
③年収約1,000万円を超える方を対象とする保険料負担の年間上限額（賦課限度額）は、段階的に引き上

げられます（令和６年度は73万円、令和７年度は80万円）。
※令和６年度に新たに75歳に到達する方は③の激変緩和措置の対象外となります。

【問合せ】役場住民課（49-2111）又は長野県後期高齢者医療広域連合（026-229-5320）

75歳以上の後期高齢者医療保険の
令和６･７年度の保険料率決定

令和 4・5年度 令和 6・7年度 備考

均等割額 40,907 円 44,365 円

所得割率 8.43％ 9.45％ 令和 6 年度は、基礎控除後の総所得金額等が
58 万円以下の場合は 8.56％

賦課限度額 66 万円 80 万円 令和 6 年度は、昭和 24 年 3 月 31 日以前に
生まれた方、障害認定の方は 73 万円
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◎介護保険制度とは
　高齢者の方などが、介護が必要になっても住み慣れた地域や自宅でできる限り自立した生
活が送れるよう、医療、保健、福祉にわたる介護サービスを一体的に提供し、介護者や家族の負
担を社会全体で支えるための社会保険制度です。この制度は、40歳以上の方が納める「介護保
険料」（健康保険料の中に含まれています）と国や県・村が負担する「公費」を財源に運営されて
います。
◎令和６～８年度（第９期介護保険事業計画）の保険料基準額を引き上げます
　65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料は所得に応じて段階的に設定されており（表参
照）、村の高齢者数や必要な介護サービス総費用などを推計して3年ごとに見直す介護保険事
業計画により決定することになっています。
　今後見込まれる介護サービス総費用の増加を見据え、介護に関係する方に策定懇話会委員
をお願いし、ご意見をいただきながら、令和６年度からの３年間の基準額は72,000円と決定し
ました。（※令和３～５年度までの、第８期介護保険事業計画における基準額は66,000円）
　詳細は、表をご確認ください。
◎保険料は期限内に
　保険料の滞納が長期に及ぶと、介護サービスの利用者負担割合の増加や給付額の一時差し
止めなどの措置が取られます。また、延滞金が加算されます。保険料は納付期限内に必ず納め
てください。

７月中旬ごろに介護保険料の通知を発送します
【介護保険料額決定通知と納付書が届いた方】
　通知書に記載されている保険料額をご確認いただくとともに、納付期限までに、役場または
金融機関窓口にて納付してください。※コンビニ納付はできません
 

【介護保険料額決定通知のみ届いた方】
　年金天引き（特別徴収）や口座振替で介護保険料を納めていただきます。通知書に記載され
ている保険料額をご確認ください。

▪保険料の納付は口座振替で
　口座振替は、指定した預貯金口座から自動的に振替納付する方法で、納め忘れを防ぎま
す。口座振替の依頼書がありますので、役場までお越しください。また、現在指定している
口座を変更したい場合にも依頼書の提出が必要となります。

65歳以上の方の介護保険料が変わります

介護保険について
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第１号被保険者保険料所得段階（65歳以上の方）
※年度内に65歳になる方は65歳になった月の翌月から保険料が賦課されます。4 ～ 6月生まれの方は所得

が確定し次第賦課されます。
※40歳～ 64歳のかたは、健康保険（国民健康保険又は会社の健康保険）とあわせて徴収されています。

所得段階 対象となる方 保険料率 保険料年額

第１段階

・生活保護受給者の方
・本人が老齢福祉年金受給者で、村民税非課税世帯の方
・村民税非課税世帯で、本人の前年のその他の合計所得金

額＋課税年金収入額が80万円以下の方

基準額×0.285 20,520円

第２段階
本
人
が
村
民
税
非
課
税

村
民
税

非
課
税
世
帯

本人の前年の
その他の

合計所得金額
＋

課税年金収入額

80万円を超え
120万円以下 基準額×0.485 34,920円

第３段階 120万円を超える 基準額×0.685 49,320円

第４段階
村
民
税

課
税
世
帯

80万円以下 基準額×0.9 64,800円

第５段階 80万円を超える 基準額 72,000円

第６段階

本
人
が
村
民
税
課
税

本人の前年の
合計所得金額

120万円未満 基準額×1.2 86,400円

第７段階 120万円以上
210万円未満 基準額×1.3 93,600円

第８段階 210万円以上
320万円未満 基準額×1.5 108,000円

第９段階 320万円以上
420万円未満 基準額×1.7 122,400円

第10段階 420万円以上
520万円未満 基準額×1.9 136,800円

第11段階 520万円以上
620万円未満 基準額×2.1 151,200円

第12段階 620万円以上
720万円未満 基準額×2.3 165,600円

第13段階 720万円以上 基準額×2.4 172,800円

※①第１段階から第３段階の方の保険料については、負担軽減を引き続き行います。
　　第１段階　0.455　⇒　0.285
　　第２段階　0.685　⇒　0.485
　　第３段階　0.69 　⇒　0.685

※②令和６年度制度改正により、保険料の算定方法が所得段階９段階から13段階に変更となりました。この
変更により前年と同程度の所得であっても保険料の段階が上下する場合があります。

その他、ご不明な点は根羽村役場住民課（49-2111）までお問い合わせください。
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国保のしくみ
　国保とは、病気やけがをしたときに安心してお医者さんへかかれるように、加入者（被保険者）がお
金（国保税）を出し合って、医療費の一部を負担する制度です。

国保に加入する人
　職場の健康保険等に加入している人、後期高齢者医療制度の対象者、生活保護を受けている人以外の
すべての方が国保の加入者となり届出が必要です。
※加入は世帯ごととなり、加入に関する届出義務は世帯主です。印鑑及び必要書類をご持参ください。

届出は、取得や喪失の事由が発生した時から 14 日以内に役場窓口へ申請してください。

加入するとき
・職場の健康保険等の資格を喪失したとき
 （退職日の翌日）
・家族の職場の健康保険の被扶養者の資格を　

喪失したとき
・他市町村から転入したとき
・子どもが生まれたとき
・生活保護を受けなくなったとき

その他の手続き
・村内で住所が変わったとき
・世帯主変更や氏名が変わったとき
・世帯を分けたとき又は一緒にしたとき
・修学のため、村外に転出したとき（在学証明書、転出先の住民票の写し）
※修学による保険証をお持ちの方は、学校卒業と同時に現住所地の国民健康保険又は就職先の健康保

険に加入する必要があるため、卒業証明書の写しを添えて届け出る必要があります。
・保険証をなくしたとき（汚れて使えなくなったとき）
【注意】
☆非課税世帯の方や70歳以上の現役並みの方が入院する場合は、限度額認定証等の発行申請を役場

で行ってから入院することで、医療機関での窓口負担や食事療養費の支払いが安くなる場合があり
ますので、ご相談ください。

届け出がおくれると…
◆保険証がない期間の医療費はやむを得ない場合を除き全額自己負担となります。また、保険税は届け

出をした日からの加入ではなく、資格を得た日までさかのぼって支払うことになります。
【遡及賦課（そきゅうふか）】
◆資格のない保険証で医療機関を受診した場合、医療費の返還をしなければなりません。

やめるとき
・職場の健康保険等に加入したとき
・家族の職場の健康保険の被扶養者となったとき
・他市町村へ転出したとき
・死亡したとき
・生活保護を受け始めたとき
・後期高齢者医療制度の対象となったとき
 （75歳の誕生日から）

国民健康保険について
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国民健康保険についての注意
注意１：国保（保険証）が使えないとき
　次のような場合は保険証が使えませんのでご注意ください。
　※労災保険の対象となるとき…業務上（仕事や通勤途中）の病気や怪我。

注意２：交通事故にあったとき（第三者行為の場合は、必ず国保担当へ届出をしてください）
　交通事故など、第三者から傷病を受けた場合も、国保でお医者さんにかかることができます。その際
は、必ず役場の国保担当に連絡して「第三者行為による傷病届」を提出してください。
　加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ませてしまうと国保が使えなくなる場合があります。示
談の前に必ず役場国保担当にご連絡ください。

　※給付が制限されるとき…故意の犯罪行為や故意の怪我、けんかや泥酔による病気や怪我、医師や保
険者の指示に従わなかったとき

◆注意２の届出に必要なもの　
　・事故証明書（後日でも可）・保険証  ・印鑑　・本人確認書類及びマイナンバーが確認できる書類

・示談を済ませてしまった。　・勤務中や通勤中の事故→労災保険
・不法行為（飲酒運転や無免許運転等）

第三者行為による事故とは…
・交通事故など第三者の行為によるけが　　　　　　
・他人の落下物によるけが	 ・他人の飼い犬にかまれた
・傷害事件に巻き込まれた	 ・スキー・スノーボード等での衝突・接触事故など

【注意】次の場合は国保が使えません!!!　

病気とみなされないとき
・疲労や倦怠	 ・健康診断・人間ドック	 ・正常な妊娠・出産	 ・歯列矯正
・経済上の理由による妊娠中絶　　・予防注射　　　・美容整形	 ・軽度のわきが・シミ・アザ等
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　３月14日に根羽学園の修了式が行われました。
　６年生が義務教育学校の前期課程を修了した区切りの式
として、毎年挙行しています。
　今年度の６年生７名は、修了証書を授与された後、ス
テージの上で、親への感謝の言葉や後期課程に進学する意
気込みを発表しました。
　校長先生のお話では、松岡校長先生が、６年生の学校生
活での成長を、具体的な場面を交えてお話くださいまし
た。
　保護者が見守る中、６年生の成長が感じられる式となり
ました。

　３月15日に根羽学園の卒業式が行われました。
　新型コロナウイルスが５類に移行したことから、今年度はコロナ禍前と同様に、多くの来賓の方を招いて開催しました。
　学校長式辞では、松岡校長先生から、卒業生が総合的な学習の授業の中で実施したジビエレストランを、企画から当日の
設営まで自分達が携わって成功させたこと等、卒業生の学校生活での成長を感じることができるお話がありました。
　今年度の卒業生は２名ですが、卒業生代表の答辞では、もう一人の卒業生に向かって「卒業後、大変なこともあると思うけ
ど、一緒に頑張っていこう」という印象的な言葉がありました。
　卒業生お二人の益々のご活躍をお祈りします。

　広報ねば Vol.215でお知らせしたファミリーサポート
事業を７月より開始しました。
　令和６年３月現在での依頼会員が５名（お子さん９名）
支援会員が７名登録されました。
　令和５年度の利用日数７日、延べ利用者人数は13名に
なります。
　初年度から多くの方に支援会員になっていただき、会員
からの依頼にスムーズにお手伝いいただいております。
　今後も引き続き依頼会員、支援会員ともに募集しており
ますので、お手伝いをご希望される方、お手伝いをしてい
ただける方は、教育委員会までご連絡ください。

　３/22（金）根羽村保育所の卒園式が行われました。今回は7名の
卒園児を対象に挙行されました。卒園児の皆さんは、名前を呼ばれ
ると大きな声で返事をして、卒園証書を受け取りました。そのあと
将来の夢を大きな声で堂々と語りました。在園児は2名と少ない中
でしたが、大きな声で歌をうたい、大きな拍手をして笑顔で送るこ
とができました。
　卒園児の皆さん。４月からいよいよ学園へ入学します。保育園の
生活で培った経験を糧に、大きく羽ばたいてください。

根羽学園修了式

根羽学園卒業式

根羽村ファミリーサポート事業

根羽村保育所卒園式が行われました


